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Ｐ２～３「道の駅南ふらの」物産センターＰ２～３「道の駅南ふらの」物産センター
　　　　　リニューアルオープン！！　　　　　リニューアルオープン！！
Ｐ４～11	 令和７年度町政執行方針Ｐ４～11	 令和７年度町政執行方針
Ｐ12～16	 令和７年度教育行政執行方針Ｐ12～16	 令和７年度教育行政執行方針
Ｐ17	 まちの出来事・春のヒグマに要注意Ｐ17	 まちの出来事・春のヒグマに要注意
Ｐ18～21			令和７年度予算Ｐ18～21			令和７年度予算
Ｐ22～23			学校卒業式Ｐ22～23			学校卒業式
Ｐ24～25			イトウの保護区域指定Ｐ24～25			イトウの保護区域指定
Ｐ26	 カメラレポート・広報紙掲載のお詫びと訂正Ｐ26	 カメラレポート・広報紙掲載のお詫びと訂正
Ｐ27	 地域おこし協力隊活動記⑮Ｐ27	 地域おこし協力隊活動記⑮
	 南富良野町高齢者事業団会員募集	 南富良野町高齢者事業団会員募集
Ｐ28　　	 教育委員会通信Ｐ28　　	 教育委員会通信
Ｐ29	 南富高新聞・学校だよりＰ29	 南富高新聞・学校だより
Ｐ30	 ほのおＰ30	 ほのお
Ｐ31	 子育て支援センター「ぷっこ」だよりＰ31	 子育て支援センター「ぷっこ」だより
	 保育所の元気な子どもたち	 保育所の元気な子どもたち
Ｐ32	 町ホームページで求人情報を掲載していますＰ32	 町ホームページで求人情報を掲載しています
	 南富良野町の公式ＳＮＳの登録をお願いします　　　　　	 南富良野町の公式ＳＮＳの登録をお願いします　　　　　
　　　　　寄附・寄贈　　　　　寄附・寄贈

未来へ羽ばたく、その一歩
　南富良野中学校卒業式（３月１２日）
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「道の駅南ふらの」 物産センター　リニューアルオープン！！「道の駅南ふらの」 物産センター　リニューアルオープン！！

　

令
和
６
年
6
月
か
ら
改
修
工
事
を
行
っ

て
い
た
「
道
の
駅
南
ふ
ら
の
」
物
産
セ
ン

タ
ー
が
、
４
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

１
階
は
、
物
産
セ
ン
タ
ー
売
店
や
「
観

光
案
内
所
」
と
し
て
南
富
良
野
ま
ち
づ
く

り
観
光
協
会
の
事
務
所
が
配
置
さ
れ
、
従

来
２
階
に
あ
っ
た
株
式
会
社
南
富
良
野
町

振
興
公
社
の
事
務
所
が
１
階
に
移
り
ま
す
。

　

新
た
な
設
備
と
し
て
「
授
乳
室
」、「
キ

ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」、「
多
機
能
ト
イ
レ
（
お

む
つ
替
え
台
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）」
が
整
備

さ
れ
ま
す
。
２
階
は
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
イ

ト
ウ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
、
北
海
道
ど
さ

ん
こ
プ
ラ
ザ
と
連
携
し
た
道
産
品
や
町
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
南
ち
ゃ
ん
」
の

新
商
品
を
販
売
す
る
ほ
か
、
数
量
限
定
で

南
ふ
ら
の
チ
ッ
プ
ス
を
特
別
価
格
で
の
販

売
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
南
富
良
野

ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
が
考
案
し
た
金
山

小
果
樹
農
園
の
シ
ー
ベ
リ
ー
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
使
用
し
た
チ
ー
ズ
タ
ル
ト
の
販
売

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
完
成
し
た
「
な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
パ
ー
ク
（
略
称
Ｎ
．
Ａ
．
Ｐ
）」
も
合

わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
皆
様
の
多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

キッズキッズ

スペーススペース

授乳室授乳室

多機能トイレ多機能トイレ
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「道の駅南ふらの」 物産センター　リニューアルオープン！！「道の駅南ふらの」 物産センター　リニューアルオープン！！

観光案内所
観光案内所

物産センター
物産センター
新売店新売店

４月２６日４月２６日

（土）（土）

リニューアルリニューアル

オープン！！オープン！！

なんぷアドベンチャーパークなんぷアドベンチャーパーク

同日オープン（予定）同日オープン（予定）
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令 和 ７ 年 度 の ま ち づ く り令 和 ７ 年 度 の ま ち づ く り

　３月６日から開かれた令和７年第１回町議会

定例会において、髙橋町長は「令和７年度町政

執行方針」として、社会情勢を鑑み町政を振

り返り、今後の重点施策の展開のほか、第６次

総合計画の実現に向けての決意を述べ、議員並

びに町民皆様のご理解とご協力をお願いしまし

た。

　また、鈴木教育長は「令和７年度教育行政執

行方針」として、豊かな学びと生きがいを実感

できる教育行政推進についての決意を述べまし

た。

　以下、町政執行方針と教育行政執行方針の内

容をお知らせします。

　

令
和
７
年
第
１
回
町
議
会
定
例

　

令
和
７
年
第
１
回
町
議
会
定
例

会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町

会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町

政
執
行
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

政
執
行
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

と
ま
ち
づ
く
り
の
概
要
に
つ
い
て

と
ま
ち
づ
く
り
の
概
要
に
つ
い
て

申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
町

申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
４
年
に
町
長
に
就

　

私
は
、
令
和
４
年
に
町
長
に
就

任
し
て
か
ら
、
令
和
７
年
度
は
任

任
し
て
か
ら
、
令
和
７
年
度
は
任

期
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の

期
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
人
口
減
少
と
過
疎
化
が
進
行

間
、
人
口
減
少
と
過
疎
化
が
進
行

す
る
中
で
、
町
政
へ
の
信
頼
回
復

す
る
中
で
、
町
政
へ
の
信
頼
回
復

と
ま
ち
づ
く
り
の
持
続
性
を
高
め

と
ま
ち
づ
く
り
の
持
続
性
を
高
め

る
こ
と
を
政
策
の
柱
に
お
い
て
町

る
こ
と
を
政
策
の
柱
に
お
い
て
町

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
根
室
線
富
良

策
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
根
室
線
富
良

野
新
得
間
の
廃
線
問
題
と
新
た
な

野
新
得
間
の
廃
線
問
題
と
新
た
な

地
域
公
共
交
通
の
確
立
、
物
価
高

地
域
公
共
交
通
の
確
立
、
物
価
高

騰
対
策
や
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

騰
対
策
や
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

な
ど
の
地
方
創
生
事
業
の
推
進
、

な
ど
の
地
方
創
生
事
業
の
推
進
、

基
幹
産
業
と
生
活
環
境
の
整
備
、

基
幹
産
業
と
生
活
環
境
の
整
備
、

教
育
福
祉
の
充
実
な
ど
、
様
々
な

教
育
福
祉
の
充
実
な
ど
、
様
々
な

喫
緊
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
ま
い

喫
緊
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
５
月
に
日
本
創
生

　

２
０
１
４
年
５
月
に
日
本
創
生

会
議
に
よ
る
地
域
別
将
来
推
計
人

会
議
に
よ
る
地
域
別
将
来
推
計
人

口
に
基
づ
い
た
「
消
滅
可
能
性
都

口
に
基
づ
い
た
「
消
滅
可
能
性
都

市
」
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
、
本
町

市
」
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
、
本
町

は
じ
め
に

は
じ
め
に
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も
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ

も
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
か
ら

れ
か
ら
1010
年
後
の
２
０
２
４
年
に

年
後
の
２
０
２
４
年
に

発
表
さ
れ
た
分
析
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

発
表
さ
れ
た
分
析
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

本
町
は
「
持
続
可
能
性
自
治
体
」

本
町
は
「
持
続
可
能
性
自
治
体
」

に
分
類
さ
れ
、
消
滅
可
能
性
都
市

に
分
類
さ
れ
、
消
滅
可
能
性
都
市

か
ら
脱
却
し
た
２
３
９
自
治
体
の

か
ら
脱
却
し
た
２
３
９
自
治
体
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
は
賛
否

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
は
賛
否

が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
け
れ

が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
人
口
減
少
と
過
疎
化
に
対

ど
も
、
人
口
減
少
と
過
疎
化
に
対

し
て
不
断
に
取
り
組
ん
だ
一
つ
の

し
て
不
断
に
取
り
組
ん
だ
一
つ
の

物
差
し
の
大
き
な
成
果
と
し
て
受

物
差
し
の
大
き
な
成
果
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
を
は

け
止
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
を
は

じ
め
各
関
係
機
関
団
体
、
企
業
や

じ
め
各
関
係
機
関
団
体
、
企
業
や

町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に

町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
は
、
こ
れ
か
ら
の
国

　

さ
て
、
国
は
、
こ
れ
か
ら
の
国

づ
く
り
の
基
本
軸
と
し
て
「
サ
ス

づ
く
り
の
基
本
軸
と
し
て
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）」
で
「
イ

テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）」
で
「
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
（
自
立
）」
を

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
（
自
立
）」
を

重
視
す
る
政
策
を
推
進
し
て
い
く

重
視
す
る
政
策
を
推
進
し
て
い
く

考
え
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

考
え
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

看
板
政
策
が
「
地
方
創
生
２
．
０
」

看
板
政
策
が
「
地
方
創
生
２
．
０
」

で
あ
り
、
若
者
や
女
性
に
も
選
ば

で
あ
り
、
若
者
や
女
性
に
も
選
ば

れ
る
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

れ
る
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
５
本
の
柱
政
策
に
よ
り
、
地
方

る
５
本
の
柱
政
策
に
よ
り
、
地
方

も
活
力
を
取
り
戻
し
、
一
極
集
中

も
活
力
を
取
り
戻
し
、
一
極
集
中

を
是
正
し
多
極
分
散
型
の
多
様
な

を
是
正
し
多
極
分
散
型
の
多
様
な

経
済
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
人

経
済
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
人

口
減
少
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く

口
減
少
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

　

本
町
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

と
過
疎
化
の
進
行
が
一
丁
目
一
番

と
過
疎
化
の
進
行
が
一
丁
目
一
番

地
の
課
題
で
あ
り
、
今
こ
そ
正
念

地
の
課
題
で
あ
り
、
今
こ
そ
正
念

場
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
、
人
口

場
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
、
人
口

減
少
傾
向
の
改
善
の
緩
和
策
や
人

減
少
傾
向
の
改
善
の
緩
和
策
や
人

口
減
少
下
で
も
住
ん
で
い
た
だ
け

口
減
少
下
で
も
住
ん
で
い
た
だ
け

る
適
応
策
に
つ
い
て
、
人
的
物
的

る
適
応
策
に
つ
い
て
、
人
的
物
的

資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
取
り
組

資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
取
り
組

み
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

み
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

の
実
現
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
今
の
国
内
外
の
政
治
経
済
情

　

昨
今
の
国
内
外
の
政
治
経
済
情

勢
や
地
球
規
模
の
温
暖
化
な
ど
、

勢
や
地
球
規
模
の
温
暖
化
な
ど
、

町
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
刻
々
と

町
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
刻
々
と

変
化
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
と
し

変
化
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
と
し

て
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
は
長

て
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
は
長

期
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
依
然
と

期
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
依
然
と

し
て
地
域
経
済
や
住
民
生
活
に
大

し
て
地
域
経
済
や
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
生
活
支
援
・
消
費
対

　

こ
れ
ま
で
生
活
支
援
・
消
費
対

策
や
物
価
高
騰
対
策
を
は
じ
め
、

策
や
物
価
高
騰
対
策
を
は
じ
め
、

公
共
料
金
の
抑
制
な
ど
、
様
々
な

公
共
料
金
の
抑
制
な
ど
、
様
々
な

対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
に
お
き
ま
し
て

り
ま
す
が
、
今
後
に
お
き
ま
し
て

も
、
国
や
北
海
道
等
関
係
機
関
と

も
、
国
や
北
海
道
等
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
町
民
皆
様
の
生
活

連
携
を
図
り
、
町
民
皆
様
の
生
活

を
し
っ
か
り
と
下
支
え
す
る
と
と

を
し
っ
か
り
と
下
支
え
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
の
声
、
そ
し

も
に
、
町
民
の
皆
様
の
声
、
そ
し

て
現
場
の
声
に
向
き
合
い
、
喫
緊

て
現
場
の
声
に
向
き
合
い
、
喫
緊

の
課
題
に
対
し
使
命
感
を
持
っ
て

の
課
題
に
対
し
使
命
感
を
持
っ
て

町
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

町
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
臨
む
私
の
基
本

　

ま
ち
づ
く
り
に
臨
む
私
の
基
本

姿
勢
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

姿
勢
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
４
年
町
長
に
就
任

　

私
は
、
令
和
４
年
町
長
に
就
任

以
来
「
町
民
と
共
に
創
り
、
町
民

以
来
「
町
民
と
共
に
創
り
、
町
民

と
共
に
歩
む
町
政
」
を
信
条
と
し

と
共
に
歩
む
町
政
」
を
信
条
と
し

て
、
町
政
の
信
頼
回
復
と
町
政
の

て
、
町
政
の
信
頼
回
復
と
町
政
の

公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
、
ま
ち

公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
、
ま
ち

の
持
続
的
発
展
に
努
め
る
こ
と
を

の
持
続
的
発
展
に
努
め
る
こ
と
を

申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引

申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
次
代
の
潮
流
を
機
敏
に

き
続
き
、
次
代
の
潮
流
を
機
敏
に

捉
え
つ
つ
第
６
次
総
合
計
画
を
推

捉
え
つ
つ
第
６
次
総
合
計
画
を
推

進
し
、
本
町
の
進
展
と
町
民
福
祉

進
し
、
本
町
の
進
展
と
町
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
喫
緊
の
最
重
要

　

本
町
に
お
け
る
喫
緊
の
最
重
要

課
題
は
、
引
き
続
き
「
人
口
減
少

課
題
は
、
引
き
続
き
「
人
口
減
少

と
過
疎
化
そ
し
て
少
子
高
齢
化
対

と
過
疎
化
そ
し
て
少
子
高
齢
化
対

策
」
で
あ
り
、
一
丁
目
一
番
地
の

策
」
で
あ
り
、
一
丁
目
一
番
地
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年

　

令
和
５
年
1212
月
に
国
立
社
会
保

月
に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し

た
２
０
５
０
年
ま
で
の
将
来
推
計

た
２
０
５
０
年
ま
で
の
将
来
推
計

人
口
に
よ
る
と
、
２
０
５
０
年
の

人
口
に
よ
る
と
、
２
０
５
０
年
の

本
町
の
人
口
は
１
，
５
１
８
人

本
町
の
人
口
は
１
，
５
１
８
人

（
２
０
２
０
年
２
，
３
７
６
人
）
ま

（
２
０
２
０
年
２
，
３
７
６
人
）
ま

で
減
少
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
人
口

で
減
少
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
人
口

に
占
め
る

に
占
め
る
1515
歳
未
満
の
年
少
人
口

歳
未
満
の
年
少
人
口

の
割
合
は
９
．
４
％
（
２
０
２
０

の
割
合
は
９
．
４
％
（
２
０
２
０

年年
1010
．
５
％
）、

．
５
％
）、
6565
歳
以
上
の

歳
以
上
の

老
年
人
口
の
割
合
は

老
年
人
口
の
割
合
は
4141
．
３
％

．
３
％

（
２
０
２
０
年

（
２
０
２
０
年
3232
．
２
％
）と
な
り
、

．
２
％
）と
な
り
、

少
子
高
齢
化
が
よ
り
一
層
進
む
も

少
子
高
齢
化
が
よ
り
一
層
進
む
も

の
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

の
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
と
少
子

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
に
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ

高
齢
化
に
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
町
の
よ
う
な
地
方
に

で
あ
り
、
本
町
の
よ
う
な
地
方
に

と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
近
年
は

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
近
年
は

観
光
客
を
は
じ
め
関
係
人
口
、
交

観
光
客
を
は
じ
め
関
係
人
口
、
交

流
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

流
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
状
況
下
を
ポ
ジ
テ
ィ

の
で
、
こ
の
状
況
下
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
、
地
域
の
存
続
を
図
る

ブ
に
捉
え
、
地
域
の
存
続
を
図
る

た
め
に
、
引
き
続
き
「
移
住
定
住

た
め
に
、
引
き
続
き
「
移
住
定
住

対
策
」
と
「
子
育
て
支
援
策
」
な

対
策
」
と
「
子
育
て
支
援
策
」
な

ど
の
人
口
減
少
の
改
善
策
（
緩
和

ど
の
人
口
減
少
の
改
善
策
（
緩
和

策
）
や
福
祉
の
充
実
と
コ
ミ
ュ
ニ

策
）
や
福
祉
の
充
実
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
な
ど
に
よ
る
人
口
減

テ
ィ
の
維
持
な
ど
に
よ
る
人
口
減

少
下
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

少
下
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
（
適
応
策
）
に

き
る
地
域
づ
く
り
（
適
応
策
）
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
町
民
皆
様
の
生
活
に
関

　

ま
た
、
町
民
皆
様
の
生
活
に
関

わ
る
喫
緊
の
課
題
や
ま
ち
の
持
続

わ
る
喫
緊
の
課
題
や
ま
ち
の
持
続

的
発
展
に
関
し
こ
れ
ま
で
検
討
を

的
発
展
に
関
し
こ
れ
ま
で
検
討
を

進
め
て
き
た
政
策
課
題
に
つ
い
て

進
め
て
き
た
政
策
課
題
に
つ
い
て

は
、
実
施
の
環
境
が
整
っ
た
政
策

は
、
実
施
の
環
境
が
整
っ
た
政
策

に
つ
い
て
着
実
に
実
行
し
て
ま
い

に
つ
い
て
着
実
に
実
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

町
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
の
エ
ー

　

町
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
の
エ
ー

コ
ー
プ
南
ふ
ら
の
店
の
営
業
存
続

コ
ー
プ
南
ふ
ら
の
店
の
営
業
存
続

を
支
援
す
る
た
め
、
設
備
改
修
の

を
支
援
す
る
た
め
、
設
備
改
修
の

費
用
を
助
成
し
、
施
設
を
町
が
譲

費
用
を
助
成
し
、
施
設
を
町
が
譲

り
受
け
る
公
設
民
営
方
式
に
よ
り

り
受
け
る
公
設
民
営
方
式
に
よ
り

町
内
の
買
い
物
環
境
の
維
持
に
取

町
内
の
買
い
物
環
境
の
維
持
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

か
な
や
ま
湖
や
空
知
川
の
サ
ス

　

か
な
や
ま
湖
や
空
知
川
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
で
魅
力
と
活
力
の
あ
る

テ
ナ
ブ
ル
で
魅
力
と
活
力
の
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
展
開

観
光
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
展
開

を
め
ざ
し
、
町
所
有
施
設
等
の
さ

を
め
ざ
し
、
町
所
有
施
設
等
の
さ

ら
な
る
有
効
活
用
や
新
た
な
観
光

ら
な
る
有
効
活
用
や
新
た
な
観
光

資
源
の
発
掘
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

資
源
の
発
掘
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ

ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ

め
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

め
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
を
図
る
べ
く
、
民
間
事

ム
の
推
進
を
図
る
べ
く
、
民
間
事

業
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
「
空

業
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
「
空

知
川
源
流
観
光
地
域
づ
く
り
包
括

知
川
源
流
観
光
地
域
づ
く
り
包
括

連
携
協
定
」
の
締
結
を
め
ざ
し
ま

連
携
協
定
」
の
締
結
を
め
ざ
し
ま

す
。
そ
し
て
、
か
な
や
ま
湖
ロ
グ

す
。
そ
し
て
、
か
な
や
ま
湖
ロ
グ

ハ
ウ
ス
村
に
つ
い
て
は
、
こ
の
包

ハ
ウ
ス
村
に
つ
い
て
は
、
こ
の
包

括
連
携
協
定
の
主
旨
に
沿
い
、
施

括
連
携
協
定
の
主
旨
に
沿
い
、
施

設
の
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
と
運

設
の
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
と
運

営
の
持
続
性
、
安
定
性
を
求
め
て
、

営
の
持
続
性
、
安
定
性
を
求
め
て
、

民
間
企
業
へ
の
譲
渡
を
令
和
７
年

民
間
企
業
へ
の
譲
渡
を
令
和
７
年

度
中
に
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

度
中
に
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
富
良
野
高
等
学
校
の
学
生
寮

　

南
富
良
野
高
等
学
校
の
学
生
寮

に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
入
学
生

に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
入
学
生

用
と
し
て
令
和
６
年
度
に
旧
役
場

用
と
し
て
令
和
６
年
度
に
旧
役
場

独
身
寮
を
改
修
し
て
確
保
し
た
と

独
身
寮
を
改
修
し
て
確
保
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
８
年

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
８
年

度
学
生
募
集
に
あ
た
り
学
生
寮
が

度
学
生
募
集
に
あ
た
り
学
生
寮
が

不
足
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

不
足
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
生
寮
の
増
築
を
検
討
し
て

ら
、
学
生
寮
の
増
築
を
検
討
し
て

　
地
方
創
生
の
推
進

　
地
方
創
生
の
推
進

町
政
に
臨
む

町
政
に
臨
む　

基
本
姿
勢

　
基
本
姿
勢
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ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

　

町
政
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

「
町
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、

「
町
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、

そ
の
思
い
を
共
有
し
て
、
そ
し
て

そ
の
思
い
を
共
有
し
て
、
そ
し
て

一
緒
に
取
り
組
む
」
こ
の
こ
と
を

一
緒
に
取
り
組
む
」
こ
の
こ
と
を

引
き
続
き
実
行
し
て
い
く
た
め
、

引
き
続
き
実
行
し
て
い
く
た
め
、

「
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
、

「
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
、

課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
町
民
目
線

課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
町
民
目
線

に
よ
る
政
策
形
成
に
努
め
て
ま
い

に
よ
る
政
策
形
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
の

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は

総
額
は
5151
億
８
，
５
７
４
万
６
千

億
８
，
５
７
４
万
６
千

円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算

円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算

と
比
較
し
ま
す
と
、
１
億
４
，

と
比
較
し
ま
す
と
、
１
億
４
，

１
７
４
万
６
千
円
の
増
、２
．
８
％

１
７
４
万
６
千
円
の
増
、２
．
８
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企

　

ま
た
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企

業
会
計
を
含
め
た
全
体
の
予
算
総

業
会
計
を
含
め
た
全
体
の
予
算
総

額
は
額
は
6565
億
７
，１
１
９
万
円
と
な
っ

億
７
，１
１
９
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
一
般
会
計
の
歳
出
に
つ
い

　

次
に
一
般
会
計
の
歳
出
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
1111
億
４
，

億
４
，

１
７
５
万
６
千
円
で
主
な
事
業
と

１
７
５
万
６
千
円
で
主
な
事
業
と

し
て
鹿
越
大
橋
橋
梁
補
修
工
事

し
て
鹿
越
大
橋
橋
梁
補
修
工
事

１
億
３
，
８
０
０
万
円
、
ス
ー

１
億
３
，
８
０
０
万
円
、
ス
ー

パ
ー
存
続
の
た
め
の
設
備
改
修
補

パ
ー
存
続
の
た
め
の
設
備
改
修
補

助
金
１
億
３
，
６
０
０
万
円
、
公

助
金
１
億
３
，
６
０
０
万
円
、
公

営
住
宅
幾
寅
東
団
地
改
修
工
事
６
，

営
住
宅
幾
寅
東
団
地
改
修
工
事
６
，

５
０
０
万
円
、
幾
寅
鹿
越
線
舗
装

５
０
０
万
円
、
幾
寅
鹿
越
線
舗
装

改
良
工
事
４
，
９
０
０
万
円
、
東

改
良
工
事
４
，
９
０
０
万
円
、
東

幾
寅
線
整
備
工
事
３
，
９
０
０
万

幾
寅
線
整
備
工
事
３
，
９
０
０
万

円
な
ど
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

円
な
ど
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

１
億
４
８
３
万
２
千
円
の
増
と

１
億
４
８
３
万
２
千
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
、
一

　

ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
、
一

般
会
計
で
は
普
通
建
設
事
業
等
に

般
会
計
で
は
普
通
建
設
事
業
等
に

過
疎
対
策
事
業
債
４
億
２
５
０
万

過
疎
対
策
事
業
債
４
億
２
５
０
万

円
、
辺
地
対
策
事
業
債
３
，
５
５

円
、
辺
地
対
策
事
業
債
３
，
５
５

０
万
円
を
計
上
し
、
一
般
会
計

０
万
円
を
計
上
し
、
一
般
会
計

で
総
額
４
億
３
，
８
０
０
万
円
、

で
総
額
４
億
３
，
８
０
０
万
円
、

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
３
，

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
３
，

７
７
０
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計

７
７
０
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計

で
は
４
，
０
１
０
万
円
計
上
し
一

で
は
４
，
０
１
０
万
円
計
上
し
一

般
会
計
と
公
営
企
業
会
計
の
総
額

般
会
計
と
公
営
企
業
会
計
の
総
額

は
５
億
１
，
５
８
０
万
円
と
な
り
、

は
５
億
１
，
５
８
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
２
億
４
，

前
年
度
と
比
較
す
る
と
２
億
４
，

８
０
１
万
９
千
円
の
減
と
な
り
ま

８
０
１
万
９
千
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

以
上
、
新
年
度
予
算
の
概
要
に

　

以
上
、
新
年
度
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
厳

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
厳

し
い
地
方
財
政
の
中
、
町
行
政
と

し
い
地
方
財
政
の
中
、
町
行
政
と

し
て
真
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

し
て
真
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
政
策
・
課
題
等
に
対
し
必
要

な
い
政
策
・
課
題
等
に
対
し
必
要

な
事
業
に
予
算
配
分
を
行
う
よ
う

な
事
業
に
予
算
配
分
を
行
う
よ
う

編
成
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

編
成
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
離
農
・
廃
業
に
よ

者
の
高
齢
化
や
離
農
・
廃
業
に
よ

る
農
業
者
の
減
少
や
後
継
者
不
足

る
農
業
者
の
減
少
や
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
る
遊
休
農
地
の
発
生
等

な
ど
に
よ
る
遊
休
農
地
の
発
生
等

厳
し
い
現
状
を
迎
え
て
お
り
、
国

厳
し
い
現
状
を
迎
え
て
お
り
、
国

は
、
食
料
生
産
と
農
村
地
域
を
守

は
、
食
料
生
産
と
農
村
地
域
を
守

る
た
め
、
令
和
５
年
４
月
に
農
業

る
た
め
、
令
和
５
年
４
月
に
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
を
改
正
し
、

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
を
改
正
し
、

こ
れ
に
伴
い
本
町
に
お
い
て
も
農

こ
れ
に
伴
い
本
町
に
お
い
て
も
農

地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
「
地

地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
「
地

域
計
画
」
の
策
定
を
し
た
と
こ
ろ

域
計
画
」
の
策
定
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
計
画

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

に
基
づ
き
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
を
営
む
者
に
対
す
る
農

農
業
経
営
を
営
む
者
に
対
す
る
農

用
地
の
利
用
の
集
積
、
集
約
化
を

用
地
の
利
用
の
集
積
、
集
約
化
を

図
り
、
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総

図
り
、
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総

合
的
な
利
用
を
進
め
、
農
業
の
持

合
的
な
利
用
を
進
め
、
農
業
の
持

続
的
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

続
的
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者
・

ま
た
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者
・

農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
支
援

農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
支
援

事
業
並
び
に
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援

事
業
並
び
に
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援

事
業
、
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

事
業
、
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

及
び
中
山
間
地
域
等
支
払
交
付
金

及
び
中
山
間
地
域
等
支
払
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
の
水

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
の
水

路
管
理
、
農
道
整
備
、
鳥
獣
害
防

路
管
理
、
農
道
整
備
、
鳥
獣
害
防

止
柵
の
保
全
管
理
及
び
遊
休
農
地

止
柵
の
保
全
管
理
及
び
遊
休
農
地

発
生
防
止
な
ど
維
持
向
上
に
引
き

発
生
防
止
な
ど
維
持
向
上
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対
策
で
は
、
種
子
馬
鈴
薯
の
作

ウ
対
策
で
は
、
種
子
馬
鈴
薯
の
作

付
け
を
守
る
た
め
対
策
協
議
会
を

付
け
を
守
る
た
め
対
策
協
議
会
を

中
心
に
発
生
防
止
な
ど
に
努
め
る

中
心
に
発
生
防
止
な
ど
に
努
め
る

と
と
も
に
、
経
営
規
模
の
拡
大
に

と
と
も
に
、
経
営
規
模
の
拡
大
に

よ
り
輸
送
車
両
が
大
型
化
し
て
い

よ
り
輸
送
車
両
が
大
型
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
作
業
、
収
穫
場
所

る
こ
と
か
ら
、
作
業
、
収
穫
場
所

に
お
け
る
車
両
洗
浄
の
徹
底
は
も

に
お
け
る
車
両
洗
浄
の
徹
底
は
も

と
よ
り
、
既
存
の
車
両
洗
浄
帯
を

と
よ
り
、
既
存
の
車
両
洗
浄
帯
を

拡
幅
す
る
な
ど
し
て
、
ま
ん
延
防

拡
幅
す
る
な
ど
し
て
、
ま
ん
延
防

止
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

止
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
作
物
の
被
害
が
増
加
し
て
い

　

農
作
物
の
被
害
が
増
加
し
て
い

る
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

る
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
も
継
続
し
て
電
気
牧
柵
設
置

年
度
も
継
続
し
て
電
気
牧
柵
設
置

に
係
る
費
用
並
び
に
捕
獲
用
わ
な

に
係
る
費
用
並
び
に
捕
獲
用
わ
な

購
入
費
の
一
部
助
成
を
継
続
す
る

購
入
費
の
一
部
助
成
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
ヒ
グ
マ
忌
避
機
器
及

と
と
も
に
、
ヒ
グ
マ
忌
避
機
器
及

び
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
追
い
払
い
や

び
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
追
い
払
い
や

生
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
猟

生
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
猟

友
会
と
連
携
し
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

友
会
と
連
携
し
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

事
業
を
行
い
農
作
物
の
被
害
軽
減

事
業
を
行
い
農
作
物
の
被
害
軽
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
熊
の
出

　

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
熊
の
出

没
に
関
し
て
は
、
富
良
野
警
察
署

没
に
関
し
て
は
、
富
良
野
警
察
署

及
び
猟
友
会
と
連
携
を
図
り
、
速

及
び
猟
友
会
と
連
携
を
図
り
、
速

や
か
な
周
辺
住
民
へ
の
周
知
と
ヒ

や
か
な
周
辺
住
民
へ
の
周
知
と
ヒ

グ
マ
ッ
プ
に
よ
る
出
没
箇
所
の
周

グ
マ
ッ
プ
に
よ
る
出
没
箇
所
の
周

知
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

知
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
（
電
気

め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
（
電
気

牧
柵
）
並
び
に
緩
衝
帯
を
整
備
し
、

牧
柵
）
並
び
に
緩
衝
帯
を
整
備
し
、

町
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

町
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
幾
寅
駅
周
辺
に

り
ま
す
。
ま
た
、
幾
寅
駅
周
辺
に

つ
い
て
は
、
熊
対
策
の
環
境
整
備

つ
い
て
は
、
熊
対
策
の
環
境
整
備

と
し
て
雑
木
の
除
去
を
進
め
る
ほ

と
し
て
雑
木
の
除
去
を
進
め
る
ほ

か
、
猟
友
会
員
の
技
術
の
向
上
や

か
、
猟
友
会
員
の
技
術
の
向
上
や

人
材
育
成
を
図
る
た
め
の
講
習
会

人
材
育
成
を
図
る
た
め
の
講
習
会

や
射
撃
訓
練
に
お
け
る
費
用
に
つ

や
射
撃
訓
練
に
お
け
る
費
用
に
つ

い
て
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

い
て
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

有
林
管
理
で
は
、
主
に
齢
級
の
平

有
林
管
理
で
は
、
主
に
齢
級
の
平

新
年
度
予
算
概
要

新
年
度
予
算
概
要

主
要
施
策
の
展
開

主
要
施
策
の
展
開

第
６
次
総
合
計
画

第
６
次
総
合
計
画

「
地
域
の
自
然
を
活
か
し
協

「
地
域
の
自
然
を
活
か
し
協

働
と
共
創
で
築
く
ま
ち
南

働
と
共
創
で
築
く
ま
ち
南

富
良
野
」

富
良
野
」
に
基
づ
く
推
進

に
基
づ
く
推
進

地
域
特
性
を
活
か
し
て
活

地
域
特
性
を
活
か
し
て
活

力
の
あ
る
ま
ち

力
の
あ
る
ま
ち（

産
業
分
野
）

（
産
業
分
野
）

　
林
　
業

　
林
　
業

　
農
　
業

　
農
　
業

車座ミーティング車座ミーティング
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準
化
を
目
的
と
し
て
主
伐
や
保
育

準
化
を
目
的
と
し
て
主
伐
や
保
育

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
森

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
森

林
整
備
事
業
の
期
間
を
２
月
末
ま

林
整
備
事
業
の
期
間
を
２
月
末
ま

で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

所
の
経
営
や
林
業
従
事
者
の
雇
用

所
の
経
営
や
林
業
従
事
者
の
雇
用

の
安
定
を
図
る
ほ
か
、
森
林
整
備

の
安
定
を
図
る
ほ
か
、
森
林
整
備

セ
ン
タ
ー
と
の
分
収
造
林
事
業
に

セ
ン
タ
ー
と
の
分
収
造
林
事
業
に

つ
い
て
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
ま

つ
い
て
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
私
有
林
の
森
林
整
備

い
り
ま
す
。
私
有
林
の
森
林
整
備

に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税

に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
適
切
な
森
林
整
備
が
行

を
活
用
し
適
切
な
森
林
整
備
が
行

わ
れ
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま

わ
れ
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
林
業
事
業
体
に

　

ま
た
、
町
内
の
林
業
事
業
体
に

対
し
労
働
安
全
装
備
品
等
の
購
入

対
し
労
働
安
全
装
備
品
等
の
購
入

及
び
機
械
等
の
リ
ー
ス
に
対
す
る

及
び
機
械
等
の
リ
ー
ス
に
対
す
る

支
援
を
通
じ
、
労
働
災
害
の
抑
制

支
援
を
通
じ
、
労
働
災
害
の
抑
制

や
作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
を
図

や
作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
を
図

り
、
併
せ
て
林
業
従
事
者
の
就
労

り
、
併
せ
て
林
業
従
事
者
の
就
労

環
境
の
維
持
、
改
善
を
通
し
担
い

環
境
の
維
持
、
改
善
を
通
し
担
い

手
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

手
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て

　

林
業
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
国
の
緑
の
雇
用
現
場
技
術
者

は
、
国
の
緑
の
雇
用
現
場
技
術
者

育
成
推
進
事
業
と
併
せ
、
町
の
林

育
成
推
進
事
業
と
併
せ
、
町
の
林

業
担
い
手
新
規
定
着
通
年
雇
用
支

業
担
い
手
新
規
定
着
通
年
雇
用
支

援
事
業
補
助
金
を
上
乗
せ
し
就
労

援
事
業
補
助
金
を
上
乗
せ
し
就
労

定
着
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
着
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
独
立
し
て
本
町
で
林

ま
た
、
将
来
独
立
し
て
本
町
で
林

業
を
目
指
す
意
向
を
持
つ
者
に
対

業
を
目
指
す
意
向
を
持
つ
者
に
対

し
、
森
林
の
現
況
確
認
や
林
業
振

し
、
森
林
の
現
況
確
認
や
林
業
振

興
の
考
え
方
に
つ
い
て
情
報
を
提

興
の
考
え
方
に
つ
い
て
情
報
を
提

供
し
、
本
町
を
訪
問
す
る
場
合
の

供
し
、
本
町
を
訪
問
す
る
場
合
の

交
通
費
に
つ
い
て
助
成
措
置
を
講

交
通
費
に
つ
い
て
助
成
措
置
を
講

じ
、
新
規
起
業
や
移
住
、
定
住
に

じ
、
新
規
起
業
や
移
住
、
定
住
に

繋
が
る
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め

繋
が
る
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
富
良
野
町
地
球
温

　

さ
ら
に
、
南
富
良
野
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く
取

暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
民
間
企

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
民
間
企

業
等
と
連
携
し
た
森
林
整
備
を
は

業
等
と
連
携
し
た
森
林
整
備
を
は

じ
め
、
町
が
保
有
し
て
い
る
カ
ー

じ
め
、
町
が
保
有
し
て
い
る
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

有
効
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

有
効
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
本
町
と
北
海
道
ガ
ス
株
式
会

た
、
本
町
と
北
海
道
ガ
ス
株
式
会

社
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
き
、
森

社
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
き
、
森

林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
な

林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
な

ど
を
認
定
す
る
「
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ

ど
を
認
定
す
る
「
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ

ト
」
を
新
た
に
創
出
す
る
取
り
組

ト
」
を
新
た
に
創
出
す
る
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
二
酸
化

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
二
酸
化

炭
素
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
の

炭
素
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

一
環
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推
進
事
業
に
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推
進
事
業
に
て
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
及
び
設
置
に

薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
及
び
設
置
に

関
し
、
新
た
な
助
成
制
度
を
創
設

関
し
、
新
た
な
助
成
制
度
を
創
設

し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
鉱
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

　

商
工
鉱
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
商
工
事
業
者
の
経
済
活

引
き
続
き
商
工
事
業
者
の
経
済
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
の

動
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
の

運
営
に
対
す
る
商
工
振
興
事
業
補

運
営
に
対
す
る
商
工
振
興
事
業
補

助
金
や
商
工
事
業
者
の
資
金
円
滑

助
金
や
商
工
事
業
者
の
資
金
円
滑

化
を
図
る
た
め
の
町
融
資
及
び
利

化
を
図
る
た
め
の
町
融
資
及
び
利

子
・
保
証
料
補
給
事
業
及
び
商
工

子
・
保
証
料
補
給
事
業
及
び
商
工

業
等
起
業
支
援
事
業
へ
の
支
援
を

業
等
起
業
支
援
事
業
へ
の
支
援
を

継
続
し
、
商
工
会
と
連
携
し
な
が

継
続
し
、
商
工
会
と
連
携
し
な
が

ら
事
業
者
へ
の
支
援
と
地
元
消
費

ら
事
業
者
へ
の
支
援
と
地
元
消
費

拡
大
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

拡
大
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。

　

鉱
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
鉱
業

　

鉱
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
鉱
業

振
興
会
と
諸
情
勢
の
認
識
を
共
有

振
興
会
と
諸
情
勢
の
認
識
を
共
有

し
連
携
強
化
を
継
続
し
、
東
鹿
越

し
連
携
強
化
を
継
続
し
、
東
鹿
越

地
区
廃
線
跡
地
の
有
効
利
用
に
つ

地
区
廃
線
跡
地
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
進
め
て
ま
い
り

い
て
意
見
交
換
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。

　

振
興
公
社
に
つ
い
て
は
、
設
立

　

振
興
公
社
に
つ
い
て
は
、
設
立

目
的
で
あ
る
地
域
の
活
性
化
や
雇

目
的
で
あ
る
地
域
の
活
性
化
や
雇

用
の
場
の
創
出
、
産
業
の
振
興
な

用
の
場
の
創
出
、
産
業
の
振
興
な

ど
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

ど
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
各
種
町
指
定
管
理
事
業

引
き
続
き
各
種
町
指
定
管
理
事
業

の
適
正
な
執
行
を
は
じ
め
、
事
業

の
適
正
な
執
行
を
は
じ
め
、
事
業

に
よ
る
収
益
の
確
保
に
努
め
て
い

に
よ
る
収
益
の
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
社
会
経
済
環

た
だ
く
と
と
も
に
、
社
会
経
済
環

境
が
刻
々
と
変
わ
る
時
代
の
中
で
、

境
が
刻
々
と
変
わ
る
時
代
の
中
で
、

変
化
に
対
応
し
て
い
け
る
運
営
の

変
化
に
対
応
し
て
い
け
る
運
営
の

構
築
に
町
と
し
て
も
努
め
て
ま
い

構
築
に
町
と
し
て
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
か
な
や
ま
湖
保

り
ま
す
。
ま
た
、
か
な
や
ま
湖
保

養
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

養
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

施
設
の
老
朽
化
も
著
し
い
と
こ
ろ

施
設
の
老
朽
化
も
著
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
客
等
の
利
用

で
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
客
等
の
利
用

も
多
い
こ
と
か
ら
、
適
切
な
維
持

も
多
い
こ
と
か
ら
、
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
、
今
後
の
施
設
の
在

管
理
に
努
め
、
今
後
の
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
て

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
道
の

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
道
の

駅
と
か
な
や
ま
湖
を
基
軸
と
し
た

駅
と
か
な
や
ま
湖
を
基
軸
と
し
た

本
町
の
観
光
政
策
の
目
標
と
方
向

本
町
の
観
光
政
策
の
目
標
と
方
向

性
を
示
す
「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

性
を
示
す
「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
宿
泊
事
業
者
、
商
工
会
、

に
基
づ
き
宿
泊
事
業
者
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
地
域
産
業
と
連
携
を

観
光
協
会
、
地
域
産
業
と
連
携
を

図
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

図
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
協
会
が
計
画
し
て
い
る
フ
ォ

観
光
協
会
が
計
画
し
て
い
る
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
金
山
ダ
ム
下
公

ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
金
山
ダ
ム
下
公

園
の
桜
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
金
山

園
の
桜
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
金
山

ダ
ム
桜
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
冬

ダ
ム
桜
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
冬

の
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
の

の
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
の

リ
ピ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
、

リ
ピ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
、

旧
幾
寅
駅
や
か
な
や
ま
湖
畔
キ
ャ

旧
幾
寅
駅
や
か
な
や
ま
湖
畔
キ
ャ

ン
プ
場
で
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

ン
プ
場
で
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
の
開
催
に
つ
い
て
支
援
協

ナ
イ
ト
の
開
催
に
つ
い
て
支
援
協

力
し
、
観
光
客
の
誘
客
に
努
め
て

力
し
、
観
光
客
の
誘
客
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
か
な
や

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
か
な
や

ま
湖
や
空
知
川
、
シ
ー
ソ
ラ
プ
チ

ま
湖
や
空
知
川
、
シ
ー
ソ
ラ
プ
チ

川
を
活
用
し
た
富
裕
層
向
け
の
ア

川
を
活
用
し
た
富
裕
層
向
け
の
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
造
成

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
造
成

の
た
め
の
実
証
事
業
に
対
し
支
援

の
た
め
の
実
証
事
業
に
対
し
支
援

を
行
い
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
の
南
富
良

を
行
い
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
の
南
富
良

野
」
の
確
立
と
地
域
経
済
の
活
性

野
」
の
確
立
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
湖
畔
キ
ャ
ン
プ
場
及
び

　

ま
た
、
湖
畔
キ
ャ
ン
プ
場
及
び

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ
レ
の
洋

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
計
画
的
に
進
め
、
利
便
性

式
化
を
計
画
的
に
進
め
、
利
便
性

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
流
拠
点
施
設
「
道
の
駅
」
に

　

交
流
拠
点
施
設
「
道
の
駅
」
に

つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
に
物
産
セ

つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
に
物
産
セ

ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が

ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
４
月
下

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
４
月
下

　
観
光
業

　
観
光
業

　
商
工
鉱
業

　
商
工
鉱
業

「森林 J－クレジット地産地消プロジェクトに「森林 J－クレジット地産地消プロジェクトに
おける確認書」を締結おける確認書」を締結

金山ダム下の桜金山ダム下の桜
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旬
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
準
備
を
進

旬
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
準
備
を
進

め
て
お
り
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の

め
て
お
り
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の

新
設
、
授
乳
室
の
設
置
な
ど
、
よ

新
設
、
授
乳
室
の
設
置
な
ど
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
新
し
い
道
の
駅

り
利
用
し
や
す
い
新
し
い
道
の
駅

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ま

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
令
和
６
年
度
に
北
海
道
開
発

た
、
令
和
６
年
度
に
北
海
道
開
発

局
に
お
い
て
新
し
い

局
に
お
い
て
新
し
い
2424
時
間
ト
イ

時
間
ト
イ

レ
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

レ
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

令
和
７
年
度
は
現
在
の

令
和
７
年
度
は
現
在
の
2424
時
間
ト

時
間
ト

イ
レ
を
解
体
す
る
ほ
か
、
北
海
道

イ
レ
を
解
体
す
る
ほ
か
、
北
海
道

開
発
局
に
お
い
て
駐
車
場
の
一
部

開
発
局
に
お
い
て
駐
車
場
の
一
部

の
改
良
工
事
が
実
施
の
予
定
と

の
改
良
工
事
が
実
施
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
南
富
良
野
町
か
わ
ま
ち

　

ま
た
、
南
富
良
野
町
か
わ
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和

1010
年
度
供
用
開
始
に
向
け
、
Ｍ
Ｉ

年
度
供
用
開
始
に
向
け
、
Ｍ
Ｉ

Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
近
傍
に

Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
近
傍
に

位
置
す
る
道
の
駅
と
空
知
川
が
一

位
置
す
る
道
の
駅
と
空
知
川
が
一

体
と
な
っ
た
水
辺
空
間
整
備
を
進

体
と
な
っ
た
水
辺
空
間
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
河

め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
河

川
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
に
必
要
な
発

川
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
に
必
要
な
発

着
場
の
整
備
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

着
場
の
整
備
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
観
光
協
会
や
町
内
の
ア

り
ま
す
。
観
光
協
会
や
町
内
の
ア

ウ
ト
ド
ア
事
業
者
の
意
見
も
取
り

ウ
ト
ド
ア
事
業
者
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

入
れ
な
が
ら
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
提
供
の
可
能
性
を
探
り
、

テ
ィ
の
提
供
の
可
能
性
を
探
り
、

交
流
人
口
及
び
関
係
人
口
の
増
加

交
流
人
口
及
び
関
係
人
口
の
増
加

と
、
賑
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て
ま

と
、
賑
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
旧
幾
寅
駅
及
び
周
辺
の
鉄

　

Ｊ
Ｒ
旧
幾
寅
駅
及
び
周
辺
の
鉄

道
用
地
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
を
受

道
用
地
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
を
受

け「
鉄
道
員（
ぽ
っ
ぽ
や
）ロ
ケ
セ
ッ

け「
鉄
道
員（
ぽ
っ
ぽ
や
）ロ
ケ
セ
ッ

ト
」
と
と
も
に
鉄
道
遺
構
と
し
て

ト
」
と
と
も
に
鉄
道
遺
構
と
し
て

管
理
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の

管
理
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の

他
の
利
活
用
に
つ
い
て
今
後
検
討

他
の
利
活
用
に
つ
い
て
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治

4444
年
に
建
築
さ
れ
北
海
道
内
に
２

年
に
建
築
さ
れ
北
海
道
内
に
２

箇
所
し
か
残
存
し
て
い
な
い
金
山

箇
所
し
か
残
存
し
て
い
な
い
金
山

駅
に
あ
る
ラ
ン
プ
小
屋
に
つ
い
て

駅
に
あ
る
ラ
ン
プ
小
屋
に
つ
い
て

は
保
存
す
る
よ
う
取
り
進
め
、
そ

は
保
存
す
る
よ
う
取
り
進
め
、
そ

の
他
の
駅
舎
に
つ
い
て
は
、
各
地

の
他
の
駅
舎
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
と
の
協
議
を
踏
ま
え
適
切
に
対

域
と
の
協
議
を
踏
ま
え
適
切
に
対

処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

　

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

町
内
各
団
体
及
び
町
内
各
自
治
連

町
内
各
団
体
及
び
町
内
各
自
治
連

合
会
等
で
構
成
す
る
「
南
富
良
野

合
会
等
で
構
成
す
る
「
南
富
良
野

町
移
住
定
住
促
進
協
議
会
」
が
中

町
移
住
定
住
促
進
協
議
会
」
が
中

心
と
な
っ
て
、
移
住
希
望
者
向
け

心
と
な
っ
て
、
移
住
希
望
者
向
け

の
仕
事
や
住
ま
い
な
ど
の
情
報
を

の
仕
事
や
住
ま
い
な
ど
の
情
報
を

集
約
、
共
有
す
る
と
と
も
に
、
首

集
約
、
共
有
す
る
と
と
も
に
、
首

都
圏
等
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

都
圏
等
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
移
住
体
験
事
業
を
進
め
る
と

動
や
移
住
体
験
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
及

と
も
に
、
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
及

び
新
築
住
宅
の
建
築
に
伴
う
助
成

び
新
築
住
宅
の
建
築
に
伴
う
助
成

額
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

額
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
本
町
へ
移
住
し
民
間
賃

　

ま
た
、
本
町
へ
移
住
し
民
間
賃

貸
住
宅
に
居
住
す
る
満

貸
住
宅
に
居
住
す
る
満
4040
歳
未
満

歳
未
満

の
方
を
対
象
と
し
た
家
賃
と
転
居

の
方
を
対
象
と
し
た
家
賃
と
転
居

費
用
の
一
部
助
成
、
町
内
に
就
職

費
用
の
一
部
助
成
、
町
内
に
就
職

す
る
若
者
の
奨
学
金
返
還
の
一
部

す
る
若
者
の
奨
学
金
返
還
の
一
部

助
成
、首
都
圏
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

助
成
、首
都
圏
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
を
促
進
し
定
着
を
図
る
首
都
圏

ン
を
促
進
し
定
着
を
図
る
首
都
圏

移
住
支
援
交
付
金
事
業
に
つ
き
ま

移
住
支
援
交
付
金
事
業
に
つ
き
ま

し
て
、
引
き
続
き
支
援
し
若
年
層

し
て
、
引
き
続
き
支
援
し
若
年
層

の
町
内
流
入
の
促
進
に
努
め
る
と

の
町
内
流
入
の
促
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

と
も
に
、
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
首
都
圏
等
か
ら
「
地

　

さ
ら
に
、
首
都
圏
等
か
ら
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
、
多

域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
、
多

様
な
人
材
を
受
入
れ
、
地
域
課
題

様
な
人
材
を
受
入
れ
、
地
域
課
題

の
解
消
に
向
け
た
活
動
に
従
事
す

の
解
消
に
向
け
た
活
動
に
従
事
す

る
人
材
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

る
人
材
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、任
期
満
了
後
も
、本
町
で
起
業
、

に
、任
期
満
了
後
も
、本
町
で
起
業
、

就
職
す
る
場
合
の
経
費
の
一
部
を

就
職
す
る
場
合
の
経
費
の
一
部
を

助
成
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

助
成
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

す
る
こ
と
に
よ
り
協
力
隊
の
定
着

す
る
こ
と
に
よ
り
協
力
隊
の
定
着

を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、

ン
に
つ
い
て
は
、
6565
歳
以
上
の
高

歳
以
上
の
高

齢
者
で
定
期
接
種
を
希
望
さ
れ
る

齢
者
で
定
期
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
及
び
任
意
接
種
と
な
る
方
の
う

方
及
び
任
意
接
種
と
な
る
方
の
う

ち
６
カ
月
以
上

ち
６
カ
月
以
上
1919
歳
未
満
で
接
種

歳
未
満
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
感
染

を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
感
染

に
よ
る
重
症
化
や
感
染
拡
大
を
防

に
よ
る
重
症
化
や
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接

ぐ
た
め
、
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
ま
い

種
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
疾
病
予
防
対
策

　

ま
た
、
新
た
な
疾
病
予
防
対
策

と
し
て
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が

と
し
て
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が

令
和
７
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
か
ら
6565
歳
以
上
で
５

歳
以
上
で
５

歳
年
齢
ご
と
の
高
齢
者
の
方
が
定

歳
年
齢
ご
と
の
高
齢
者
の
方
が
定

期
接
種
と
な
る
こ
と
か
ら
、
接
種

期
接
種
と
な
る
こ
と
か
ら
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
帯
状

を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
帯
状

疱
疹
の
発
症
と
神
経
痛
等
の
合
併

疱
疹
の
発
症
と
神
経
痛
等
の
合
併

症
を
予
防
す
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

症
を
予
防
す
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
ま

接
種
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
に
つ
い
て
は
、
不

　

保
健
・
医
療
に
つ
い
て
は
、
不

妊
治
療
に
伴
う
先
進
医
療
費
の
一

妊
治
療
に
伴
う
先
進
医
療
費
の
一

部
助
成
の
ほ
か
、
産
前
ケ
ア
と
し

部
助
成
の
ほ
か
、
産
前
ケ
ア
と
し

て
の
初
回
産
科
受
診
料
、
妊
婦
健

て
の
初
回
産
科
受
診
料
、
妊
婦
健

診
、
出
産
準
備
の
た
め
宿
泊
費
用

診
、
出
産
準
備
の
た
め
宿
泊
費
用

の
助
成
や
産
後
の
支
援
と
し
て
の

の
助
成
や
産
後
の
支
援
と
し
て
の

１
ケ
月
健
診
、
新
生
児
聴
覚
検
査

１
ケ
月
健
診
、
新
生
児
聴
覚
検
査

費
用
の
助
成
を
継
続
し
、
妊
娠
期

費
用
の
助
成
を
継
続
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切
れ
目

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切
れ
目

の
な
い
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

の
な
い
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
疾
病
の
早
期
発
見
と
早

　

ま
た
、
疾
病
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
を
促
進
し
、
経
済
的
に
負

期
治
療
を
促
進
し
、
経
済
的
に
負

担
の
大
き
い
子
育
て
世
代
の
暮
ら

担
の
大
き
い
子
育
て
世
代
の
暮
ら

し
を
支
援
す
る
た
め
「
す
こ
や
か

し
を
支
援
す
る
た
め
「
す
こ
や
か

子
ど
も
医
療
費
助
成
」
を
継
続
し
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
」
を
継
続
し
、

妊
娠
時
及
び
出
生
時
に
は
、
国
の

妊
娠
時
及
び
出
生
時
に
は
、
国
の

「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
金
」
の
基
準

「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
金
」
の
基
準

額
に
町
と
し
て
加
算
し
て
給
付
を

額
に
町
と
し
て
加
算
し
て
給
付
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
町
立

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
町
立

地
域
特
性
を
活
か
し
て
活

地
域
特
性
を
活
か
し
て
活

力
の
あ
る
ま
ち

力
の
あ
る
ま
ち

（
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
）

（
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
）

　
移
住
定
住
促
進

　
移
住
定
住
促
進

　
保
健
・
医
療

　
保
健
・
医
療

幾	寅	駅幾	寅	駅

移住体験住宅移住体験住宅



99 広報みなみふらの No.829

３
診
療
所
、
町
立
歯
科
診
療
所
、

３
診
療
所
、
町
立
歯
科
診
療
所
、

民
間
医
療
機
関
に
よ
り
住
民
の
健

民
間
医
療
機
関
に
よ
り
住
民
の
健

康
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

康
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

引
き
続
き
医
療
の
充
実
に
努
め
て

引
き
続
き
医
療
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
休
日
、
夜

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
休
日
、
夜

間
の
一
次
救
急
及
び
専
門
的
な
高

間
の
一
次
救
急
及
び
専
門
的
な
高

度
医
療
に
つ
い
て
は
、
広
域
救
急

度
医
療
に
つ
い
て
は
、
広
域
救
急

医
療
対
策
と
し
て
富
良
野
医
師
会

医
療
対
策
と
し
て
富
良
野
医
師
会

や
富
良
野
協
会
病
院
と
の
連
携
を

や
富
良
野
協
会
病
院
と
の
連
携
を

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子

育
て
に
お
い
て
、
安
心
な
環
境
で

育
て
に
お
い
て
、
安
心
な
環
境
で

成
長
が
で
き
、
保
護
者
と
子
ど
も

成
長
が
で
き
、
保
護
者
と
子
ど
も

が
向
き
合
っ
て
喜
び
と
と
も
に
子

が
向
き
合
っ
て
喜
び
と
と
も
に
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、「
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支

め
、「
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
医
療
・

援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
な
ど
様
々
な
角
度
か

保
健
・
福
祉
な
ど
様
々
な
角
度
か

ら
、
引
き
続
き
地
域
の
子
育
て
支

ら
、
引
き
続
き
地
域
の
子
育
て
支

援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幾
寅
・
金
山
保
育
所
に
つ
い
て

　

幾
寅
・
金
山
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
生
活
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し

は
、
生
活
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
保
育
の
提
供
と
質
の
向
上
に
努

い
保
育
の
提
供
と
質
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
保
育
が
必
要
な

め
る
と
と
も
に
、
保
育
が
必
要
な

家
庭
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

家
庭
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
親
子
が
気
軽
に
集
え
る
場

て
は
、
親
子
が
気
軽
に
集
え
る
場

の
提
供
や
育
児
相
談
、
幾
寅
地
区

の
提
供
や
育
児
相
談
、
幾
寅
地
区

以
外
へ
の
出
張
支
援
な
ど
、
子
育

以
外
へ
の
出
張
支
援
な
ど
、
子
育

て
に
関
す
る
支
援
を
推
進
し
て
ま

て
に
関
す
る
支
援
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
育

ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
世
代
に
寄
り
添
い
育
て
や
す
い

て
世
代
に
寄
り
添
い
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

環
境
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　　　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
と
交
流
す
る
機
会
を
確
保

域
住
民
と
交
流
す
る
機
会
を
確
保

す
る
た
め
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

す
る
た
め
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外

ス
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
見
守

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
見
守

り
シ
ス
テ
ム
な
ど
各
種
在
宅
福
祉

り
シ
ス
テ
ム
な
ど
各
種
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
引
き
続
き
行
っ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
及
び
高
齢
者

　

社
会
福
祉
協
議
会
及
び
高
齢
者

事
業
団
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的

事
業
団
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的

を
継
続
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の

を
継
続
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の

助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
住

づ
き
、
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
安
心
し

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
安
心
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
支

た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
支

援
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

援
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
計

う
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
計

画
に
基
づ
く
事
業
運
営
を
進
め
て

画
に
基
づ
く
事
業
運
営
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
を
図

　

ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
を
図

る
た
め
町
内
で
活
動
を
目
指
す
方

る
た
め
町
内
で
活
動
を
目
指
す
方

へ
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
と
と

へ
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育

も
に
、
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育

成
協
議
会
か
ら
の
介
護
職
員
の
受

成
協
議
会
か
ら
の
介
護
職
員
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り

け
入
れ
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
特
別
養
護
老
人

　

老
朽
化
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
一
味
園
の
建
替
え
に
つ
い

ホ
ー
ム
一
味
園
の
建
替
え
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
３
月
末
で
休
止

て
は
、
令
和
７
年
３
月
末
で
休
止

す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
く

す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
く

し
あ
の
跡
活
用
を
含
め
て
、
南
富

し
あ
の
跡
活
用
を
含
め
て
、
南
富

良
野
大
乗
会
と
協
議
を
進
め
、
事

良
野
大
乗
会
と
協
議
を
進
め
、
事

業
の
継
続
に
配
意
し
て
ま
い
り
ま

業
の
継
続
に
配
意
し
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
訪
問

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
訪
問

看
護
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生
活
用
具

看
護
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生
活
用
具

等
の
給
付
な
ど
の
支
援
に
努
め
て

等
の
給
付
な
ど
の
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
環

　

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
環

境
の
変
化
な
ど
か
ら
甚
大
な
被
害

境
の
変
化
な
ど
か
ら
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
す
自
然
災
害
等
が
国
内

を
も
た
ら
す
自
然
災
害
等
が
国
内

に
お
い
て
も
発
生
し
て
お
り
、
減

に
お
い
て
も
発
生
し
て
お
り
、
減

災
に
向
け
た
災
害
発
生
前
の
避
難

災
に
向
け
た
災
害
発
生
前
の
避
難

行
動
等
が
特
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

行
動
等
が
特
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
グ
マ
な
ど
の
生
活
圏
へ

ま
た
、
ヒ
グ
マ
な
ど
の
生
活
圏
へ

の
出
没
な
ど
、
自
然
災
害
の
み
な

の
出
没
な
ど
、
自
然
災
害
の
み
な

ら
ず
緊
急
情
報
を
住
民
に
迅
速
に

ら
ず
緊
急
情
報
を
住
民
に
迅
速
に

周
知
す
る
手
段
が
求
め
ら
れ
て
お

周
知
す
る
手
段
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
広
報
車
や

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
広
報
車
や

職
員
等
に
よ
る
伝
達
が
中
心
で
あ

職
員
等
に
よ
る
伝
達
が
中
心
で
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
９
年
度
供
用

り
ま
し
た
が
、
令
和
９
年
度
供
用

開
始
に
向
け
た
防
災
行
政
無
線
の

開
始
に
向
け
た
防
災
行
政
無
線
の

整
備
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

整
備
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
が
進
め
て
い
る
水
防
セ
ン

　

国
が
進
め
て
い
る
水
防
セ
ン

タ
ー
（
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ

タ
ー
（
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
２
カ

ン
）
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
２
カ

年
の
予
定
で
工
事
が
始
ま
っ
て
お

年
の
予
定
で
工
事
が
始
ま
っ
て
お

り
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
供
用
開

り
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
供
用
開

始
に
向
け
管
理
運
営
に
つ
い
て
札

始
に
向
け
管
理
運
営
に
つ
い
て
札

幌
開
発
建
設
部
と
協
議
を
進
め
て

幌
開
発
建
設
部
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
職
員

　

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
職
員

に
対
し
て
は
災
害
対
策
本
部
訓
練
、

に
対
し
て
は
災
害
対
策
本
部
訓
練
、

災
害
に
強
く
快
適
で
住
み

災
害
に
強
く
快
適
で
住
み

よ
い
ま
ち

よ
い
ま
ち

（
生
活
基
盤
・
生
活
環
境
分
野
）

（
生
活
基
盤
・
生
活
環
境
分
野
）

　
子
育
て
支
援

　
子
育
て
支
援

　
高
齢
者
福
祉

　
高
齢
者
福
祉

　
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
者
福
祉

　
防
　
災

　
防
　
災

南富良野町敬老会南富良野町敬老会

幾寅保育所運動会幾寅保育所運動会

地域防災訓練地域防災訓練
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地
域
住
民
に
対
し
て
は
自
治
会
と

地
域
住
民
に
対
し
て
は
自
治
会
と

連
携
し
避
難
訓
練
等
を
実
施
し
、

連
携
し
避
難
訓
練
等
を
実
施
し
、

災
害
時
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制

災
害
時
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制

の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

引
き
続
き
災
害
時
備
蓄
品
の
計
画

引
き
続
き
災
害
時
備
蓄
品
の
計
画

的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地

　

陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地

は
本
町
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る

は
本
町
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る

救
援
活
動
に
極
め
て
重
要
な
役
割

救
援
活
動
に
極
め
て
重
要
な
役
割

を
担
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
担
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り

活
動
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
訓
練
の
サ
ポ
ー
ト
に

ま
す
の
で
、
訓
練
の
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力

つ
い
て
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力

会
南
富
良
野
支
部
と
連
携
協
力
し

会
南
富
良
野
支
部
と
連
携
協
力
し

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

か
な
や
ま
湖
畔
に
お
け
る
熊
対

　

か
な
や
ま
湖
畔
に
お
け
る
熊
対

策
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に

策
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
に
音
声
や
光
に

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
に
音
声
や
光
に

よ
り
威
嚇
し
追
い
出
し
を
す
る
赤

よ
り
威
嚇
し
追
い
出
し
を
す
る
赤

外
線
セ
ン
サ
ー
装
置
や
捕
獲
用
箱

外
線
セ
ン
サ
ー
装
置
や
捕
獲
用
箱

罠
、
電
気
柵
を
設
置
し
、
熊
の
侵

罠
、
電
気
柵
を
設
置
し
、
熊
の
侵

入
防
止
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り

入
防
止
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
熊
侵
入
防

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
熊
侵
入
防

止
の
徹
底
を
図
り
キ
ャ
ン
プ
場
周

止
の
徹
底
を
図
り
キ
ャ
ン
プ
場
周

辺
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て

辺
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

　

防
犯
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

富
良
野
警
察
署
や
防
犯
協
会
、
交

富
良
野
警
察
署
や
防
犯
協
会
、
交

通
安
全
協
会
な
ど
と
連
携
を
密
に

通
安
全
協
会
な
ど
と
連
携
を
密
に

し
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実

し
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実

現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
犯
罪

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
犯
罪

被
害
者
に
対
す
る
必
要
な
支
援
を

被
害
者
に
対
す
る
必
要
な
支
援
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

急
速
に
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
社

　

急
速
に
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
対
応
す
る
た
め
、「
南
富
良
野

会
に
対
応
す
る
た
め
、「
南
富
良
野

町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

行
政
の
効
率
的
事
務
の
推
進
に
向

行
政
の
効
率
的
事
務
の
推
進
に
向

け
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に

け
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に

活
用
し
、
引
き
続
き
地
域
活
性
化

活
用
し
、
引
き
続
き
地
域
活
性
化

起
業
人
制
度
に
よ
る
人
材
を
活
用

起
業
人
制
度
に
よ
る
人
材
を
活
用

す
る
ほ
か
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

す
る
ほ
か
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
な
ど
行
政

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
な
ど
行
政

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

た
め
に
職
員
の
人
材
育
成
に
努
め

た
め
に
職
員
の
人
材
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　　

平
成
平
成
2222
年
に
整
備
い
た
し
ま
し

年
に
整
備
い
た
し
ま
し

た
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
（
光

た
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
（
光

フ
ァ
イ
バ
ー
）
で
は
、
落
合
・
金
山

フ
ァ
イ
バ
ー
）
で
は
、
落
合
・
金
山

地
区
の
局
舎
の
空
調
・
ヒ
ー
タ
ー
設

地
区
の
局
舎
の
空
調
・
ヒ
ー
タ
ー
設

備
の
更
新
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

備
の
更
新
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
と

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
と

し
て
整
備
い
た
し
ま
し
た
地
上
デ

し
て
整
備
い
た
し
ま
し
た
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
再
送
信
シ
ス
テ
ム
に

ジ
タ
ル
放
送
再
送
信
シ
ス
テ
ム
に

つ
き
ま
し
て
も
、
安
定
し
た
情
報

つ
き
ま
し
て
も
、
安
定
し
た
情
報

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た

め
、
令
和
７
年
度
幾
寅
地
区
の
設

め
、
令
和
７
年
度
幾
寅
地
区
の
設

備
更
新
を
し
、
金
山
、
落
合
地
区

備
更
新
を
し
、
金
山
、
落
合
地
区

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め
て
ま

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な

整
備
と
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要

整
備
と
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
東
幾
寅

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
東
幾
寅

線
の
舗
装
及
び
幾
寅
鹿
越
線
舗
装

線
の
舗
装
及
び
幾
寅
鹿
越
線
舗
装

改
良
工
事
を
継
続
し
、
Ｊ
Ｒ
根
室

改
良
工
事
を
継
続
し
、
Ｊ
Ｒ
根
室

線
廃
線
に
伴
う
踏
切
の
撤
去
と
主

線
廃
線
に
伴
う
踏
切
の
撤
去
と
主

要
路
線
の
区
画
線
の
引
き
直
し
工

要
路
線
の
区
画
線
の
引
き
直
し
工

事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
鹿

　

ま
た
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
鹿

越
大
橋
の
補
修
工
事
を
行
い
、
他

越
大
橋
の
補
修
工
事
を
行
い
、
他

の
橋
梁
に
お
い
て
も
定
期
点
検
・

の
橋
梁
に
お
い
て
も
定
期
点
検
・

補
修
設
計
・
補
修
工
事
を
実
施
し

補
修
設
計
・
補
修
工
事
を
実
施
し

安
全
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

冬
期
間
の
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
の
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
な
除
排
雪
を
行
い
、
住
民

効
率
的
な
除
排
雪
を
行
い
、
住
民

の
日
常
生
活
、
地
域
産
業
や
社
会

の
日
常
生
活
、
地
域
産
業
や
社
会

活
動
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤

活
動
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤

で
あ
る
町
道
の
適
切
な
維
持
管
理

で
あ
る
町
道
の
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、「
地
球
温
暖
化

組
み
に
つ
い
て
は
、「
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、
町

対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、
町

民
や
事
業
者
な
ど
の
協
力
の
も
と

民
や
事
業
者
な
ど
の
協
力
の
も
と

ゴ
ミ
排
出
量
の
減
量
化
に
取
り
組

ゴ
ミ
排
出
量
の
減
量
化
に
取
り
組

む
ほ
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、

む
ほ
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
環

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
環

境
負
荷
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
て

境
負
荷
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

不
燃
ご
み
の
埋
立
処
理
を
行
う

　

不
燃
ご
み
の
埋
立
処
理
を
行
う

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
令
和

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
令
和

９
年
度
で
埋
立
の
限
度
を
迎
え
る

９
年
度
で
埋
立
の
限
度
を
迎
え
る

見
込
み
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

見
込
み
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

新
た
な
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

新
た
な
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

施
設
の
建
設
に
向
け
実
施
設
計
に

施
設
の
建
設
に
向
け
実
施
設
計
に

係
る
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

係
る
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
公
営

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ

き
中
長
期
的
な
維
持
管
理
と
長
寿

き
中
長
期
的
な
維
持
管
理
と
長
寿

命
化
に
よ
る
更
新
コ
ス
ト
削
減
及

命
化
に
よ
る
更
新
コ
ス
ト
削
減
及

び
管
理
戸
数
の
適
正
化
を
計
画
的

び
管
理
戸
数
の
適
正
化
を
計
画
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
南

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
南

富
良
野
町
空
家
等
対
策
計
画
に
基

富
良
野
町
空
家
等
対
策
計
画
に
基

づ
き
管
理
不
全
な
空
き
家
の
解
消

づ
き
管
理
不
全
な
空
き
家
の
解
消

に
向
け
て
所
有
者
へ
の
適
切
な
維

に
向
け
て
所
有
者
へ
の
適
切
な
維

持
・
管
理
の
助
言
等
を
行
い
、
放

持
・
管
理
の
助
言
等
を
行
い
、
放

置
に
よ
り
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上

置
に
よ
り
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上

危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

町
の
助
成
制
度
を
活
用
し
町
建
設

町
の
助
成
制
度
を
活
用
し
町
建
設

業
協
会
と
連
携
の
も
と
危
険
廃
屋

業
協
会
と
連
携
の
も
と
危
険
廃
屋

の
解
体
撤
去
を
行
い
、
事
故
や
火

の
解
体
撤
去
を
行
い
、
事
故
や
火

災
・
犯
罪
等
を
未
然
に
防
止
す
る

災
・
犯
罪
等
を
未
然
に
防
止
す
る

と
共
に
景
観
の
向
上
を
図
っ
て
ま

と
共
に
景
観
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　　　

簡
易
水
道
事
業
及
び
公
共
下
水

　

簡
易
水
道
事
業
及
び
公
共
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
よ
り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し

度
よ
り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し

ま
し
た
が
、
将
来
に
わ
た
り
健
全

ま
し
た
が
、
将
来
に
わ
た
り
健
全

な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
計
画

な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
計
画

的
に
機
械
の
更
新
や
改
修
を
進
め

的
に
機
械
の
更
新
や
改
修
を
進
め

る
と
共
に
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮

る
と
共
に
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
４
月
よ
り
町
民
皆
様
の

令
和
６
年
４
月
よ
り
町
民
皆
様
の

新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
、
町
営

新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
、
町
営

バ
ス
及
び
ふ
ら
の
バ
ス
に
よ
る
運

バ
ス
及
び
ふ
ら
の
バ
ス
に
よ
る
運

行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

利
便
性
に
配
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

利
便
性
に
配
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
通
院
で
の
バ

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
通
院
で
の
バ

　
上
下
水
道

　
上
下
水
道

　
公
共
交
通

　
公
共
交
通

　
防
犯
・
交
通
安
全

　
防
犯
・
交
通
安
全

　
デ
ジ
タ
ル
推
進

　
デ
ジ
タ
ル
推
進

　
道
　
路

　
道
　
路

　
環
境
衛
生

　
環
境
衛
生

　
住
環
境

　
住
環
境

　
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策

　
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策

デジタルトランスフォーメーション推進にデジタルトランスフォーメーション推進に
おける包括連携に関する協定を締結おける包括連携に関する協定を締結
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ス
利
用
者
及
び
富
良
野
へ
通
学
す

ス
利
用
者
及
び
富
良
野
へ
通
学
す

る
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
令
和

る
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
令
和

７
年
度
も
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

７
年
度
も
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ
運
賃
と
の

を
目
的
に
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ
運
賃
と
の

差
額
分
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

差
額
分
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
で
の
買
物
や
通
院
な

ま
た
、
町
内
で
の
買
物
や
通
院
な

ど
に
お
け
る
移
動
手
段
と
し
て
引

ど
に
お
け
る
移
動
手
段
と
し
て
引

き
続
き
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行
し

き
続
き
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
教
育

　

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
教
育

行
政
執
行
方
針
に
沿
っ
て
進
め
ら

行
政
執
行
方
針
に
沿
っ
て
進
め
ら

れ
る
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
を

れ
る
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
を

基
本
と
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

基
本
と
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢

や
希
望
を
も
っ
て
主
体
的
に
生
き

や
希
望
を
も
っ
て
主
体
的
に
生
き

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

る
よ
う
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
、
お

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
、
お

互
い
の
理
解
、
協
力
を
深
め
る
こ

互
い
の
理
解
、
協
力
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
連
携
を
図
る
と

と
が
で
き
る
よ
う
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

と
も
に
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

の
更
な
る
充
実
に
向
け
、
総
合
教

の
更
な
る
充
実
に
向
け
、
総
合
教

育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教
育
委
員

育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教
育
委
員

会
と
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
な

会
と
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
な

が
ら
重
点
的
な
施
策
等
に
つ
い
て

が
ら
重
点
的
な
施
策
等
に
つ
い
て

協
議
・
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま

協
議
・
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　
　
　
　

　

町
政
の
推
進
に
は
、
住
民
と
行

　

町
政
の
推
進
に
は
、
住
民
と
行

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
補
完
体

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
補
完
体

制
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
協

制
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
移
動
町
長
室
、
自
治
会
代

く
た
め
移
動
町
長
室
、
自
治
会
代

表
者
会
議
、
町
長
へ
の
手
紙
な
ど

表
者
会
議
、
町
長
へ
の
手
紙
な
ど

広
聴
活
動
を
展
開
し
ま
ち
づ
く
り

広
聴
活
動
を
展
開
し
ま
ち
づ
く
り

へ
の
提
案
や
町
民
目
線
に
立
っ
た

へ
の
提
案
や
町
民
目
線
に
立
っ
た

地
域
の
課
題
を
語
り
合
う
機
会
を

地
域
の
課
題
を
語
り
合
う
機
会
を

設
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ま

設
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
地
域
活
性
化
交
付
金
を

ち
づ
く
り
地
域
活
性
化
交
付
金
を

継
続
し
自
治
会
活
動
を
支
援
し
て

継
続
し
自
治
会
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
方
が
抱

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
方
が
抱

え
る
生
き
づ
ら
さ
が
少
し
で
も
解

え
る
生
き
づ
ら
さ
が
少
し
で
も
解

消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
性
の
多
様

消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
性
の
多
様

性
へ
の
社
会
的
理
解
が
促
進
さ
れ
、

性
へ
の
社
会
的
理
解
が
促
進
さ
れ
、

誰
も
が
生
き
が
い
と
誇
り
を
も
っ

誰
も
が
生
き
が
い
と
誇
り
を
も
っ

て
自
分
ら
し
く
活
躍
し
、
人
生
の

て
自
分
ら
し
く
活
躍
し
、
人
生
の

パ
ー
ト
ナ
ー
や
大
切
な
人
と
安
心

パ
ー
ト
ナ
ー
や
大
切
な
人
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う「
南
富
良
野
町
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

う「
南
富
良
野
町
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
」
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま

プ
制
度
」
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ツ
ー
ル
の
「
ラ
イ
ン
」「
エ
ッ
ク

Ｓ
ツ
ー
ル
の
「
ラ
イ
ン
」「
エ
ッ
ク

ス
」「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」「
イ
ン

ス
」「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」「
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
効
果
的
な

ス
タ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
効
果
的
な

情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　　

本
町
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

本
町
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
将
来
的
に
も
自
立
・
持
続
可

用
し
将
来
的
に
も
自
立
・
持
続
可

能
な
自
治
体
運
営
を
推
進
し
て
い

能
な
自
治
体
運
営
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
基
本
と
し
、
行
政
と
町

く
こ
と
を
基
本
と
し
、
行
政
と
町

民
が
果
た
す
役
割
分
担
を
明
確
に

民
が
果
た
す
役
割
分
担
を
明
確
に

し
て
行
財
政
改
革
も
進
め
な
が
ら
、

し
て
行
財
政
改
革
も
進
め
な
が
ら
、

諸
課
題
に
対
応
し
て
ま
ち
づ
く
り

諸
課
題
に
対
応
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
貴

を
進
め
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
貴

重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
ふ
る
さ
と

重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
は
、
発
信
力
を
高

納
税
に
つ
い
て
は
、
発
信
力
を
高

め
る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
返
礼
品

め
る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
返
礼
品

を
増
や
し
、
多
く
の
方
に
ご
支
援

を
増
や
し
、
多
く
の
方
に
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
執
行
に
臨
む
所
信

　

以
上
、
町
政
執
行
に
臨
む
所
信

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環

　

地
方
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環

境
の
変
化
は
著
し
く
、
刷
新
と
一

境
の
変
化
は
著
し
く
、
刷
新
と
一

新
を
短
期
間
で
繰
り
返
す
時
代
で

新
を
短
期
間
で
繰
り
返
す
時
代
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
時

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
時

代
の
中
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ま

代
の
中
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
変
化
へ
の
的
確
な
対
応
は
も

は
、
変
化
へ
の
的
確
な
対
応
は
も

と
よ
り
、
町
民
皆
様
の
町
政
に
対

と
よ
り
、
町
民
皆
様
の
町
政
に
対

す
る
信
頼
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

す
る
信
頼
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
町
民
皆
様
と
の
間

ま
す
。
そ
し
て
町
民
皆
様
と
の
間

に
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
か
な
け

に
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
町
民
と
共
に

　

そ
の
た
め
に
は
、「
町
民
と
共
に

創
り
、
町
民
と
共
に
歩
む
町
政
」

創
り
、
町
民
と
共
に
歩
む
町
政
」

の
下
で
、
な
に
よ
り
も
町
民
皆
様

の
下
で
、
な
に
よ
り
も
町
民
皆
様

と
の
対
話
と
相
互
理
解
が
必
要
で

と
の
対
話
と
相
互
理
解
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
分
野
で
車
座
ミ
ー
テ
ィ

　

様
々
な
分
野
で
車
座
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
、
広
く
皆
様
の
意

ン
グ
を
開
催
し
、
広
く
皆
様
の
意

見
や
考
え
を
お
聞
き
し
、
ま
ち
づ

見
や
考
え
を
お
聞
き
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
決
し
て
変
わ
る
こ

　

こ
れ
か
ら
も
決
し
て
変
わ
る
こ

と
な
く
こ
の
姿
勢
に
よ
り
、
本
町

と
な
く
こ
の
姿
勢
に
よ
り
、
本
町

の
飛
躍
と
進
展
に
努
め
て
ま
い
り

の
飛
躍
と
進
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。

　

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様

　

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様

の
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

の
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し

し
て
、
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

豊
か
な
学
び
と
生
き
が
い

豊
か
な
学
び
と
生
き
が
い

を
充
実
で
き
る
ま
ち

を
充
実
で
き
る
ま
ち

（
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
分
野
）

（
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
分
野
）

町
民
と
行
政
が
と
も
に
歩

町
民
と
行
政
が
と
も
に
歩

む
ま
ち

む
ま
ち

（
住
民
協
働
・
行
財
政
分
野
）

（
住
民
協
働
・
行
財
政
分
野
）

　
住
民
参
画
・
地
域
づ
く
り

　
住
民
参
画
・
地
域
づ
く
り

　
情
報
発
信

　
情
報
発
信

　
行
財
政
運
営

　
行
財
政
運
営

バス運行バス運行

自治会代表者会議自治会代表者会議
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令
和
７
年
第
１
回
南
富
良
野
町

議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

本
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行
に
関

す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

現
代
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
高
度
化
に

よ
り
、
人
々
の
生
活
が
急
速
に
変

化
し
、
複
雑
で
予
測
困
難
な
時
代

へ
と
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
・
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
伴
う
経

済
の
悪
化
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
動
や
異
常
気
象
、
台
風
や

地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
な
ど
、

多
く
の
重
要
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
で
幸
福
な
人

生
と
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
教
育
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
、
今
後
の
教
育
政
策
の
進
む
べ

き
方
向
性
を
示
す
「
羅
針
盤
」
で

あ
る
第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画

に
お
い
て
も
統
括
的
な
基
本
方
針

・
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、「
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
」
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、「
人
へ
の
投
資
」

は
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
通

じ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

教
育
の
質
の
向
上
や
学
び
の
多
様

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
第
６
次
南
富
良
野
町

総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
・
文
化

分
野
に
お
け
る
基
本
目
標
を
、「
豊

か
な
学
び
と
生
き
が
い
を
実
感
で

き
る
ま
ち
」
と
し
て
お
り
、
未
来

の
担
い
手
で
あ
る
子
供
た
ち
が
健

や
か
に
育
ち
、
新
し
い
時
代
に
対

応
し
た
生
き
る
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
住
民
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

た
学
習
が
で
き
る
環
境
や
、
優
れ

た
文
化
・
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の

提
供
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
学
習
や
交
流
活
動
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
郷
土
へ

の
愛
着
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
教
育
行

政
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

目
標
達
成
に
向
け
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
研
修

へ
の
参
加
に
よ
る
教
員
の
質
を
高

め
る
と
と
も
に
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
授
業
づ
く
り

を
は
じ
め
、
補
充
学
習
に
よ
る
き

め
細
や
か
な
支
援
に
よ
り
、
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
び
の
連
続
性
を

見
据
え
た
小
中
高
連
携
の
取
組
を

推
進
し
、
外
国
語
教
育
を
主
に
し

た
乗
り
入
れ
授
業
の
ほ
か
、「
異
校

種
交
流
会
」
や
「
次
世
代
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
開
催
な
ど
、
各

学
校
間
の
共
通
理
解
を
図
り
、
連

携
し
た
教
育
活
動
推
進
へ
の
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
保
育
所

か
ら
小
学
校
へ
の
学
び
の
つ
な
ぎ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
校
入
学

に
向
け
た
関
係
機
関
の
連
携
に
よ

り
、
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
達
の

生
活
面
を
含
め
た
共
通
理
解
を
図

り
、
保
・
小
の
円
滑
な
接
続
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
英
語
教
育
充

実
の
た
め
、
引
き
続
き
外
国
語
指

導
助
手
を
配
置
し
、
外
国
語
や
異

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
い
た
児
童
生

徒
に
１
人
１
台
配
置
し
た
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
に
つ
き
ま
し
て
、
耐
用

年
数
の
経
過
と
Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト

終
了
に
伴
い
、
令
和
７
年
度
に
児

童
生
徒
及
び
教
員
用
の
端
末
機
器

を
更
新
し
、
効
果
的
に
活
用
し
た

授
業
の
充
実
や
家
庭
学
習
で
の
活

用
な
ど
、
教
育
の
質
的
向
上
を
図

る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
更
に
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
実
施
し
て

い
る
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
昨

今
の
燃
料
費
の
高
騰
や
運
転
手
不

足
の
影
響
に
よ
り
、
貸
切
バ
ス
に

要
す
る
経
費
が
大
幅
な
増
額
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
修
学
旅
行
経
費
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な

体
を
育
む
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
・

産
業
、
地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
、

森
林
学
習
や
農
業
体
験
を
は
じ
め
、

特
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
イ
ト
ウ
の
生
態
系
に
つ
い
て
、

小
中
高
等
学
校
に
お
い
て
系
統
的

な
学
習
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
の
環

境
学
習
な
ど
を
通
じ
、
ふ
る
さ
と

教育行政執行方針
　　　　　◆確かな学びと生きがいを

　　　  実感できるまち

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　
学
校
教
育

　
学
校
教
育

　
小
中
学
校

　
小
中
学
校
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に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
興
味
・

関
心
を
高
め
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能

力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
体
力

調
査
の
結
果
に
基
づ
き　

引
き
続

き
各
学
校
に
お
け
る
体
力
向
上
プ

ラ
ン
の
作
成
及
び
実
施
、
体
育
の

授
業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
個
人
目
標
の
設
定
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
、

個
々
の
運
動
の
成
果
を
実
感
す
る

こ
と
で
運
動
へ
の
意
欲
化
を
図
る

な
ど
し
て
、
体
力
づ
く
り
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
は
、
学
校

現
場
に
お
け
る
積
極
的
な
認
知
と
、

子
ど
も
に
寄
り
添
う
組
織
的
な
対

応
の
取
組
を
推
進
し
、
定
期
的
な

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
教
育
相
談
あ

る
い
は
端
末
を
活
用
し
た
児
童
生

徒
の
状
況
把
握
な
ど
、
早
期
発
見

・
早
期
対
応
に
努
め
、
い
じ
め
を

許
さ
な
い
と
い
う
意
識
づ
け
の
指

導
と
併
せ
、
児
童
生
徒
が
主
体
的

に
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
考
え
、

根
絶
に
向
け
た
活
動
へ
の
取
り
組

み
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
登
校
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
ど
も
の
実
情
に
合
わ
せ
て

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
行
い
、

正
確
な
情
報
共
有
の
も
と
、
登
校

意
欲
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
の
困
り
感
や
不

安
に
対
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
継
続
し
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
改
善
と

心
の
成
長
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

校
内
研
修
を
通
じ
た
情
報
共
有
や

講
師
を
招
い
た
研
修
会
な
ど
の
実

施
に
よ
り
、
特
別
支
援
教
育
に
関

す
る
指
導
の
知
識
を
身
に
付
け
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
支
援
員
を

配
置
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
指
導
を

行
う
た
め
、
個
別
の
教
育
支
援
計

画
の
活
用
を
進
め
る
な
ど
、
全
校

体
制
で
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
級
相
当
で

は
な
い
も
の
の
、
通
常
の
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
発
達
障
が
い
等
の

あ
る
児
童
に
対
し
、
障
が
い
に
応

じ
た
特
別
な
指
導
と
し
て
、
巡
回

に
よ
る
通
級
指
導
教
室
を
今
年
度

は
北
海
道
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

開
設
し
、
次
年
度
以
降
の
取
組
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
運

営
協
議
会
を
中
心
に
、
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
目
標

や
課
題
を
共
有
し
、
共
に
考
え
実

践
す
る
活
動
を
通
し
て
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
事
件
事
故

等
に
対
し
て
迅
速
か
つ
適
切
に
対

処
す
る
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て

避
難
訓
練
な
ど
を
計
画
的
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
機
関
や
学
校
運
営
協
議
会
と

連
携
し
、
通
学
路
の
安
全
点
検
を

は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
安

全
に
行
動
す
る
資
質
を
養
う
な
ど
、

交
通
安
全
や
防
犯
意
識
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
教
育
で
は
、
自
然

災
害
時
に
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切

に
判
断
し
、
主
体
的
に
防
災
・
減

災
行
動
を
と
る
「
生
き
る
力
の
育

成
」
と
「
地
域
に
お
け
る
防
災
力

の
向
上
」
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
「
１
日
防
災
学
校
」
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

食
中
毒
の
防
止
、
従
事
者
の
衛
生

管
理
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
的
確
な
把

握
と
対
応
を
最
優
先
さ
せ
、
安
全

で
安
心
な
給
食
の
提
供
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望

ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
栄
養
教
諭
に

よ
る
食
育
に
関
す
る
指
導
を
実
施

す
る
ほ
か
、
食
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
や
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
野
菜
や
鹿
肉
・
も
ち
米

な
ど
地
元
産
食
材
を
積
極
的
に
活

用
し
た
、「
南
ぷ
産
給
食
の
日
」
を

旬
な
時
期
に
設
定
し
、
生
産
者
と

連
携
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
費
の
保
護
者

負
担
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年

度
か
ら
所
得
の
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
給
食
費
の
全
額
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
引
き
続
き
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
富
良
野
高
等
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
徒
の
可
能
性
を
引
き

出
す
上
川
管
内
唯
一
の
町
立
の
全

日
制
普
通
科
の
学
校
と
し
て
、
生

徒
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
進
学
・
就
職
・
部
活

動
な
ど
生
徒
の
自
己
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
設
定

科
目
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
を
引
き
続

き
教
育
活
動
の
軸
と
し
、
恵
ま
れ

た
本
町
の
自
然
環
境
や
観
光
資
源

を
活
用
し
た
学
習
・
探
究
・
キ
ャ

リ
ア
活
動
を
推
進
し
、
学
校
の
魅

力
化
を
高
め
「
生
徒
か
ら
選
ば
れ

る
高
校
」、「
地
域
に
愛
さ
れ
、
必

要
と
さ
れ
る
高
校
」、「
地
域
と
共

に
歩
み
、
地
域
づ
く
り
の
核
と
な

る
高
校
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

進
学
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

少
人
数
教
育
に
よ
る
き
め
細
か
な

指
導
と
習
熟
度
別
授
業
、
生
徒
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

情
報
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し

た
授
業
を
推
進
し
、
基
礎
学
力
の

定
着
を
図
り
、
国
公
立
大
学
を
は

　
高
等
学
校

　
高
等
学
校

南ぷ産給食の日南ぷ産給食の日
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じ
め
、
４
年
生
大
学
な
ど
へ
の
進

学
希
望
者
の
進
路
実
現
を
図
る
た

め
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
３

年
間
を
見
通
し
た
個
別
の
指
導
計

画
を
作
成
し
、
年
間
を
通
じ
た
計

画
的
・
系
統
的
な
課
外
講
習
及
び

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
効
果
的
に
活
用
し

た
個
別
添
削
学
習
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
大
連
携
協
定
に
よ
る
大
学
か
ら

の
出
前
授
業
、
大
学
訪
問
等
の
拡

充
や
模
擬
試
験
受
験
料
の
全
額
助

成
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

経
費
の
一
部
助
成
を
行
い
、
受
験

対
策
や
意
識
醸
成
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
に
よ
り
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
関
し
授

業
の
改
善
や
充
実
を
図
る
た
め
、

教
員
の
資
質
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
先
進
校
視
察
や
授
業

力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
等
を

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
職
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

進
学
対
策
同
様
に
基
礎
学
力
の
定

着
を
図
る
と
と
も
に
、
本
人
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
並
び
に
就
職
に
役
立

つ
各
種
資
格
取
得
検
定
料
や
公
務

員
模
擬
試
験
受
験
料
の
全
額
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
受
講
料
の
全
額
助

成
と
併
せ
、
介
護
職
と
し
て
の
勤

労
観
・
職
業
観
を
育
む
た
め
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
、
町
内
事

業
者
と
の
連
携
に
よ
る
実
践
活
動

や
体
験
活
動
な
ど
、
町
の
将
来
を

担
う
人
材
の
育
成
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

部
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道

内
の
公
立
高
校
で
唯
一
と
な
る「
カ

ヌ
ー
部
」や「
カ
ー
リ
ン
グ
部
」は
、

生
徒
募
集
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で

あ
り
、
昨
年
度
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
カ
ヌ
ー
競

技
で
は
、
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
の

部
に
お
き
ま
し
て
、
本
校
の
カ
ヌ

ー
部
員
が
北
海
道
代
表
選
手
と
し

て
入
賞
を
果
た
す
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
て
お
り
ま
す
。

　
「
カ
ヌ
ー
部
」
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
か
ら
町
職
員
と
し
て
指
導
者

を
確
保
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
継

続
的
な
指
導
体
制
の
確
立
と
強
化

を
進
め
て
い
き
、
引
き
続
き
好
成

績
が
収
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
カ
ー
リ

ン
グ
部
」
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
外
部
コ
ー
チ
の
活
用
に
よ
り
指

導
体
制
の
強
化
を
図
り
、
全
道
大

会
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得

を
目
指
す
と
と
も
に
、
遠
征
費
助

成
な
ど
部
活
動
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高

大
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
学

と
の
合
同
強
化
練
習
な
ど
を
実
施

し
、
さ
ら
に
技
術
力
を
磨
い
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
然
の
中
で
人
と
触
れ
合

い
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
主

性
・
協
調
性
の
育
成
に
つ
な
が
り
、

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
知
識
や

知
恵
を
身
に
付
け
ら
れ
る
貴
重
な

体
験
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
内
ア

ウ
ト
ド
ア
事
業
者
と
の
連
携
も
図

り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
主
体
的
に
学
ぶ
探
究
の
姿
勢

を
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
を
通
じ
て

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

自
然
災
害
時
に
も
役
立
つ
経
験
や

知
識
、
適
応
力
を
培
う
こ
と
に
よ

り
、
困
難
な
時
に
あ
っ
て
も
力
強

く
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
生
徒
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
高
大
連
携
の
取
組
と
し

て
は
、
札
幌
国
際
大
学
や
北
海
道

教
育
大
学
岩
見
沢
校
、
稚
内
育
英

館
大
学
に
続
き
、
昨
年
度
、
新
た

に
北
海
道
文
教
大
学
と
高
大
連
携

協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

各
大
学
の
教
授
や
大
学
生
を
招
く

ほ
か
本
校
の
生
徒
が
大
学
を
訪
問

し
、
講
義
や
実
技
指
導
を
受
け
学

び
の
深
化
を
図
る
と
と
も
に
、
北

海
道
知
事
が
認
定
す
る
ア
ウ
ト
ド

ア
講
習
の
受
講
料
を
助
成
し
、
基

礎
知
識
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
学
び
、
生
徒
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

座
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
本
町
の
特
性

に
つ
い
て
分
析
と
考
察
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化
と
賑
わ
い
創
出
に

向
け
た
探
究
を
進
め
、
高
校
生
目

線
に
よ
る
感
性
で
地
域
や
行
政
に

対
し
還
元
・
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
、
活
動
成
果

報
告
の
場
を
公
開
し
、
町
民
の
皆

様
か
ら
期
待
さ
れ
愛
さ
れ
る
「
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
確
保
の
た
め
の
高

校
生
活
の
充
実
と
保
護
者
の
経
済

的
負
担
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す

る
た
め
、
引
き
続
き
希
望
生
徒
に

対
し
学
校
給
食
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
給
食
費
の
半
額
助
成
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
公
共
交
通
機

関
及
び
送
迎
用
車
両
を
利
用
す
る

通
学
者
に
対
す
る
交
通
費
助
成
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全
額
助
成

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

遠
方
か
ら
の
入
学
を
希
望
す
る
生

徒
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
下
宿

を
確
保
し
家
賃
助
成
等
を
行
う
と

と
も
に
、
昨
年
度
、
旧
役
場
独
身

寮
の
改
修
を
行
っ
た
高
等
学
校
学

生
寮
の
活
用
と
、
次
年
度
以
降
の

入
学
者
の
想
定
を
踏
ま
え
た
更
な

る
居
住
環
境
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
助
成
と
し
て
は
、
国

際
交
流
派
遣
事
業
、
教
科
書
購
入

費
、
地
元
中
学
生
を
対
象
と
し
た

入
学
時
に
必
要
な
制
服
購
入
費
の

全
額
助
成
な
ど
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
町
長
と
教
育
委
員
会
で
構
成

す
る
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、

高
等
学
校
の
あ
り
方
の
共
通
認
識

を
図
り
、
小
中
高
連
携
並
び
に
学

校
運
営
協
議
会
な
ど
と
一
体
と
な

り
、
学
校
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
高
校
生
の

学
び
舎
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み
、
地
域
づ

く
り
の
核
と
な
る
拠
点
と
し
て
も
、

南
富
良
野
高
等
学
校
の
存
続
に
取

り
組
み
、
情
報
発
信
の
強
化
に
一

層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
の
存
在
意
義
や
目
標
に
つ
い

て
共
有
し
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
授
業
や
行
事
、
部
活
動
の

様
子
な
ど
、
町
民
の
方
々
を
は
じ

め
、
町
外
に
も
広
く
様
々
な
取
り

組
み
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
南

富
良
野
高
等
学
校
応
援
団
の
継
続

的
な
募
集
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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生
徒
募
集
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
中
学
校

訪
問
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
継
続
に
よ
り
徐
々
に
高
校
の

認
知
度
が
向
上
し
、
各
地
域
か
ら

の
出
願
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

次
年
度
に
お
い
て
も
20
人
以
上
の

入
学
者
確
保
を
目
指
し
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
高
等
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
時
間

外
勤
務
に
係
る
実
態
調
査
を
踏
ま

え
、
教
員
の
意
識
改
革
や
業
務
改

善
等
を
進
め
事
務
の
効
率
化
に
よ

り
、
子
ど
も
達
と
向
き
合
う
時
間

を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
教
員
が
健

康
で
や
り
が
い
を
も
っ
て
力
量
を

発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
が
心
豊
か
に
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
生
涯
を
通
じ
て
積
極

的
に
学
び
、
そ
の
成
果
を
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
楽

し
さ
や
喜
び
を
実
感
し
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

千
里
大
学
は
、
自
己
を
豊
か
に

し
、
生
き
が
い
や
楽
し
み
を
求
め

て
意
欲
的
に
学
習
活
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
授
業
内
容
に
つ
い

て
は
、
学
生
か
ら
の
要
望
や
意
見

等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学
ぶ
楽

し
さ
を
味
わ
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、

学
習
し
た
成
果
を
生
か
せ
る
活
動

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
習
内
容

の
充
実
に
配
慮
し
、
引
き
続
き
専

門
性
を
持
っ
た
事
務
局
体
制
の
確

立
を
図
り
、
町
民
誰
も
が
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
場
と
し
て
、
授
業
の

一
部
を
町
民
講
座
と
し
て
一
般
公

開
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
各
学
校
で
の
家
庭
科
等
の

授
業
の
際
、
千
里
大
学
生
が
担
当

教
諭
と
共
に
、
子
ど
も
達
へ
包
丁

の
使
い
方
や
料
理
な
ど
長
年
培
っ

て
い
る
技
術
を
伝
え
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
い
つ
も
は
生
徒
で
あ
る

千
里
大
学
生
が
、
教
え
る
立
場
と

と
な
る
こ
と
で
、
世
代
間
交
流
の

促
進
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
の
部
活
動
に
関
し
ま
し

て
は
、
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す

る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
を
含

め
た
地
域
で
育
て
る
と
い
う
理
念

の
も
と
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
生

徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
活
動
を
継

続
し
て
親
し
め
る
機
会
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
現
在
の
部
活
動
指

導
者
で
あ
る
中
学
校
教
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
中
学
校
の
部
活
動

の
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
中

学
校
教
諭
を
中
心
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
系
・
文
化

系
を
問
わ
ず
、
ま
ず
は
対
応
が
可

能
と
な
る
部
活
動
に
お
い
て
、
休

日
の
活
動
分
か
ら
部
活
動
指
導
者

と
し
て
地
域
の
外
部
指
導
者
、
あ

る
い
は
教
員
が
兼
業
と
し
て
指
導

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
根
差

し
た
部
活
動
の
発
展
を
目
指
す
べ

く
、
関
係
機
関
等
と
の
意
見
交
換

を
図
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
取
組
に
よ
り
、
部
活
動
が

地
域
社
会
や
地
域
の
人
々
と
連
携

し
活
動
の
幅
を
広
げ
、
地
域
の
人

材
や
施
設
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

学
校
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

現
在
の
部
活
動
指
導
者
で
あ
り
ま

す
中
学
校
教
諭
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
昨
年
度
か
ら
再
開
し
た
「
英

会
話
教
室
」
に
つ
い
て
は
、
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
南
富

良
野
高
等
学
校
の
英
語
教
諭
の
協

力
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
も
、
生
の
外
国
語
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
、
日
常
的
な

会
話
の
学
習
に
よ
り
、
新
た
な
交

流
へ
の
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
引

き
続
き
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室

で
は
、
す
べ
て
の
世
代
の
町
民
が

本
を
読
む
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る

よ
う
、
図
書
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
巡
回
図
書
を
実
施
し
、

各
地
域
に
お
け
る
本
に
ふ
れ
あ
う

機
会
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
刊
図
書
な
ど

の
情
報
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
希
望
す

る
図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
方
法
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
な
ど
、
図
書
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
利
用
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
と
の
連
携
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
家
庭
学
習

習
慣
の
定
着
」
と
「
望
ま
し
い
生

活
リ
ズ
ム
の
定
着
」
を
目
指
す
た

め
、
南
富
良
野
高
等
学
校
生
徒
な

ど
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
習
支

援
を
受
け
、
夏
・
冬
休
み
に
子
ど

も
朝
活
事
業
を
開
催
し
、
長
期
休

み
期
間
中
も
学
力
、
体
力
向
上
の

た
め
の
適
正
な
生
活
習
慣
の
定
着

を
図
り
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
を

支
援
す
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
と
の
連
携
に

よ
る
取
組
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
と
連
携
し
、
保
護
者
が
子
ど
も

の
教
育
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
就
学
時
健
診
等
に

お
い
て
幼
児
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
、
幼
児
期
の
学
び
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
親
子
で
参
加
で
き
る

年
間
を
通
じ
た
自
然
体
験
活
動
を

企
画
し
、
世
代
間
交
流
に
よ
る
協

調
性
や
町
の
魅
力
発
見
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
人
々
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
安
全
に
、
楽
し
く

　
小
中
高
等
学
校
に
お
け

　
小
中
高
等
学
校
に
お
け

　
る
働
き
方
改
革

　
る
働
き
方
改
革

　
社
会
教
育

　
社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

エ
ー
シ
ョ
ン

英会話教室英会話教室
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実
践
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
核
で
あ

る
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
ゆ
っ
く
」
な
ど
と
連

携
し
、
効
果
的
に
町
民
皆
さ
ん
が

明
る
く
健
康
に
活
動
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
各
種
ス
ポ
ー
ツ

競
技
の
全
道
大
会
、
全
国
大
会
等

に
出
場
す
る
際
の
経
費
の
一
部
助

成
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
子
ど
も
達
の

心
身
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
さ
れ

て
お
り
、
大
会
参
加
等
の
た
め
の

保
護
者
負
担
軽
減
を
含
め
、
少
年

団
活
動
の
運
営
に
対
す
る
支
援
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
ス
で

は
、
カ
ー
リ
ン
グ
少
年
団
や
高
校

部
活
動
に
よ
り
活
発
に
利
用
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
愛
好
者

が
競
技
を
楽
し
ん
で
お
り
、
冬
期

間
の
健
康
づ
く
り
や
体
験
型
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
町
カ
ー
リ
ン
グ
協
会

と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
設
管
理
で
は
、
老
朽
化
し
て

い
る
町
民
体
育
館
な
ど
の
屋
内
運

動
施
設
を
は
じ
め
、
南
富
良
野
高

等
学
校
体
育
館
の
耐
震
化
改
修
や

カ
ー
リ
ン
グ
場
の
改
修
等
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
既
存
施
設
の
維
持

に
つ
い
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
視
野
に
見
据
え
た
総
合
的
な
観

点
か
ら
、
引
き
続
き
施
設
の
在
り

方
と
将
来
的
な
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
つ
い

て
は
、
山
村
広
場
ゴ
ル
フ
練
習
場

内
に
お
い
て
仮
設
コ
ー
ス
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
愛
好
者
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
中
で
、

開
放
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本

年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
共
同

利
用
方
式
に
よ
り
施
設
運
営
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
先
人
が

積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
を
振
り
返

り
、
そ
の
偉
業
に
感
謝
し
な
が
ら

労
苦
を
後
世
に
語
り
、
郷
土
愛
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
広
報

「
教
育
委
員
会
通
信
欄
」
を
利
用
し

た
町
の
歴
史
を
紹
介
す
る
記
事
の

掲
載
を
継
続
し
、
郷
土
学
習
を
進

め
る
と
と
も
に
、
本
町
唯
一
の
無

形
文
化
財
で
あ
る
「
幾
寅
獅
子
舞
」

に
つ
い
て
は
、
公
民
館
本
館
ロ
ビ

ー
に
お
い
て
保
存
会
の
活
動
動
画

を
定
期
上
映
す
る
周
知
支
援
と
と

も
に
、
担
い
手
の
継
承
に
向
け
た

人
材
確
保
へ
の
協
力
な
ど
、
保
存

会
に
対
し
引
き
続
き
活
動
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
の
維
持
を
象
徴
す
る
「
イ

ト
ウ
」
が
生
息
し
て
お
り
、
こ
の

自
然
生
態
系
が
成
り
立
つ
仕
組
み

な
ど
の
環
境
学
習
や
保
護
活
動
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
町
内
に
生

息
し
て
い
る
魚
類
全
般
な
ど
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、

町
文
化
協
会
な
ど
町
民
に
よ
る
主

体
的
な
文
化
活
動
に
対
す
る
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
公
演
や

舞
台
芸
術
な
ど
多
彩
な
芸
術
文
化

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
町
民

が
心
の
豊
か
さ
と
潤
い
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
設
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
頃
の
様
々
な
体
験
が
今
後
の

成
長
の
大
き
な
礎
と
な
る
こ
と
か

ら
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

活
用
し
、
カ
ヌ
ー
や
魚
釣
り
、
木

登
り
な
ど
の
自
然
体
験
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
第
33
回
目
と
な
る
友

好
の
町
「
沖
縄
県
本
部
町
」
と
の

親
善
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
町
合
わ
せ
て
１
，
５
０
０
人
を

超
え
る
児
童
・
生
徒
・
随
行
者
の

交
流
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
北

と
南
の
子
ど
も
達
の
友
情
の
輪
の

拡
大
と
、
風
土
や
歴
史
・
文
化
の

違
い
を
自
ら
体
験
し
学
ぶ
こ
と
は

極
め
て
貴
重
で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
歓
迎
会
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
受
入
れ
も
例
年
ど
お
り
再

開
し
て
き
て
お
り
、
本
年
も
引
き

続
き
本
部
町
と
連
携
し
て
交
流
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
青
年

自
ら
が
企
画
や
運
営
に
携
わ
る
こ

と
で
青
年
活
動
が
活
発
化
し
、
職

域
を
超
え
た
青
年
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
地
域
活
動
を
担
え

る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
よ

り
一
層
活
動
推
進
へ
の
取
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
成
年
期
は
地
域
社
会

に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
中
で

も
婦
人
団
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
き
に
わ
た
り
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
町
の
行
事
等
へ
の
積
極

的
な
参
画
や
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
社
会
教
育
事
業
と
連
携
し

た
取
組
や
活
動
内
容
を
広
報
紙
で

紹
介
す
る
な
ど
に
よ
り
、
広
く
町

民
に
興
味
・
関
心
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習
の

推
進
と
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
住
民
の
自
主
企
画
活
動
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
７
年
度
の
教
育
行

政
執
行
に
関
す
る
主
要
な
方
針
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

社
会
構
造
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代
の

中
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的

に
学
び
続
け
、
多
様
な
人
々
と
協

働
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造

で
き
る
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
、
す
べ
て
の

町
民
が
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
未

来
に
向
か
っ
て
い
き
い
き
と
学
べ

る
教
育
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
学
校
・
家
庭
・
地
域

を
つ
な
ぐ
教
育
行
政
の
推
進
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
並
び
に
町
議

会
議
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
７

年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

    

歴
史
・
文
化
・
芸
術

歴
史
・
文
化
・
芸
術

    

青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成
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２
月
12
日
、
帯
広
市
で
行
わ
れ
た
カ

ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
株
式
会
社
２
０
２
４

年
度
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
北
落
合
地

区
の
生
産
者
で
あ
る
「
加
藤
大
介
氏
」、

「
株
式
会
社	

大
竹
農
園
」、「
株
式
会
社	

モ
ン
ス
テ
ラ
北
落
合
」
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
、
３
月
10
日
に
町
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　
加
藤
氏
は
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
美

味
し
さ
の
も
と
と
な
る
、
で
ん
ぷ
ん
の

量
や
品
質
の
良
さ
な
ど
の
優
れ
た
功

績
を
挙
げ
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、（
株
）
大
竹
農
園
は
、
面
積

当
た
り
の
高
品
質
な
じ
ゃ
が
い
も
を

収
穫
し
た
と
し
て
「
地
区
別
高
反
収

賞
」
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
北
落
合
の
５
件
の
農
家
で

構
成
す
る
（
株
）
モ
ン
ス
テ
ラ
北
落
合

は
、
植
え
付
け
か
ら
出
荷
ま
で
の
工
程

を
一
貫
し
て
取
り
組
む
体
制
が
特
徴

で
あ
り
、「
先
進
的
取
組
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
（
株
）
モ
ン
ス
テ
ラ
北
落
合
の
岩
永	

岳
人	

代
表
は
、「
表
彰
さ
れ
て
生
産
者

と
し
て
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

り
ま
す
。
今
後
も
地
場
産
の
野
菜
を
盛

り
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
な
る
よ
う
な
新
し
い

品
目
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
株
式
会
社 

生
産
者
表
彰
式

北
落
合
の
生
産
者
・
団
体
が
各
賞
を
受
賞

春のヒグマに要注意春のヒグマに要注意
（春のヒグマ注意特別期間 ４月１日〜５月３１日）（春のヒグマ注意特別期間 ４月１日〜５月３１日）　　

　ヒグマによる人身被害の未然防止を図るため、 山菜採りやキノコ採りなどで、 ヒグマの生息する野山に入る機会

が多くなる春と秋を 「ヒグマ注意特別期間」 に設定し、 普及啓発事業を実施しています。

○取り組み

　「野山でヒグマに遭わないための基本的ルール」 の普及啓発を図るための取り組みを実施する。

　≪基本的ルール≫

　 ・ 事前にヒグマの出没情報を確認する。

　 ・ 単独行動を避け、 複数で行動する。

　 ・ 鈴など音の出るものを鳴らす。

　 ・ クマの足跡やフンを見つけたら、 すぐに引き返す。

　≪取り組み≫

　 ・ 総合振興局職員による巡視活動

　 ・ 普及啓発リーフレットの配布

　 ・ 道のホームページで市町村のヒグマ出没情報サイトへのリンク集を掲載　など

○ヒグマによる人身被害について

4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合　計
死亡者数 5 5 2 2 0 3 3 0 0 1 0 0 21
負傷者数 7 5 7 4 3 2 11 1 0 0 3 3 46
合　　計 12 10 9 6 3 5 14 1 0 1 3 3 67

○月別被害者数 （平成元年～令和7年 1月末までの月別合計）

　ヒグマによる人身被害は、 特に春と秋に多く発生しています。 これは、 春は山菜採り、 秋はキノコ採りなど、 人間

が野山に出かける機会が多い季節であることに加え、 ヒグマも春は冬眠明け、 秋は冬眠を控えて、 ともに餌を求め

てより活発に活動するため、 人間とヒグマが遭遇する確率が高まることが原因と考えられています。
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令和７年度　予算のあらまし令和７年度　予算のあらまし

一般会計予算額 51 億 8,574 万 6 千円一般会計予算額 51 億 8,574 万 6 千円

寄　　附　　金 9,110 万 0 千円（1.8％）

地 方 譲 与 税 8,531 万 4 千円（1.6％）

地方消費税交付金 6,311 万 8 千円（1.2％）

財　産　収　入 5,200 万 0 千円（1.0％）

繰　　越　　金 2,500 万 0 千円（0.5％）

分担金及び負担金 1,405 万 5 千円（0.3％）

そ　　の　　他 1,279 万 4 千円（0.2％）

使用料及び手数料

　1 億 1,855 万 7 千円（2.3％）

道支出金　1 億 5,306 万 5 千円（3.0％）

国庫支出金

　2 億 6,388 万 1 千円（5.1％）

町税　3 億　873 万 4 千円（5.9％）

諸収入

　3 億 2,641 万 0 千円（6.3％）

町債

　4 億 3,800 万 0 千円

　　　　　　  （8.4％）

繰入金

　5 億 8,992 万 6 千円

　　　　　　（11.4％）

地方交付税

　26 億 4,379 万 2 千円

　　　　　　（51.0％）

予 備 費 500 万 0 千円（0.1％）

労 働 費 186 万 6 千円（0.0％）

消 防 費 33 万 1 千円（0.0％）

諸 支 出 金 2 千円（0.0％）

農林産業費

　2 億 6,157 万 5 千円（5.0％）

衛生費

　3 億 7,577 万 0 千円（7.2％）

教育費

　4 億 5,493 万 1 千円（8.8％）

商工費

　4 億 6,296 万 0 千円

　　　　　　  （8.9％）

公債費

　5 億 6,913 万 6 千円

　　　　　　 （11.0％）

議 会 費 　3,947 万 1 千円（0.8％）

民生費

　5 億 7,650 万 1 千円

　　　　　　 （11.1％）

土木費

　6 億 1,958 万 6 千円

　　　　　　（12.0％）

職員費

　6 億 5,420 万 7 千円

　　　　　　（12.6％）

総務費

　11 億 6,441 万 0 千円

　　　　　　（22.5％）

歳　入 歳　出
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今年度のまちづくり予算の概要
　令和 7 年度の一般会計予算額は 51 億 8,574 万 6 千円〔前年度より 1 億 4,174 万 6 千円（2.8％）の増加〕、4 特別会計の

合計は 7 億 7,372 万 8 千円〔前年度より 2,426 万 2 千円（3.2%）の増加〕、簡易水道事業会計は 3 億 944 万 9 千円〔前年

度より 1,362 万 1 千円（4.2%）の減〕、公共下水道事業会計は 3 億 226 万 7 千円〔前年度より 5,261 万 7 千円（21.1%）の

増〕となり、総額は前年度より 2 億 500 万 4 千円（3.2%）増加の 65 億 7,119 万円となりました。

　一般会計が増加した理由は、鹿越大橋橋梁補修工事や地域日常生活買い物施設整備事業補助金、総合行政システム標準

化業務委託料などが増加したことから、前年度を上回る予算規模となっております。

　特別会計においては、国民健康保険事業は納付金の減少、後期高齢者医療事業は納付金の減少、介護保険事業は保険給

付費が増加、町立診療所事業は一般管理費の増加により前年度を上回る予算規模となっております。

　令和 6 年度から公営企業会計として簡易水道事業と公共下水道事業がスタートし、簡易水道事業では収益的支出の減少

により前年度より下回る予算規模、公共下水道事業では南富良野浄化センター水処理棟外壁屋根改修工事などが増加した

ことから前年度を上回る予算規模となり、予算計上予算総額は前年度を上回る予算規模となりました。

会 計 名会 計 名 予 算 額予 算 額 前年度からの増減額前年度からの増減額 増 減 率増 減 率

一 般 会 計 51 億 8,574 万 6 千円 1億 4,174 万 6 千円 2.8％

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 2億 9,394 万 7 千円 △ 264 万 0千円 △ 0.9％

後期高齢者医療事業特別会計 4,733 万 9 千円 △ 65 万 8千円 △ 1.4％

介 護 保 険 特 別 会 計 3億 1,942 万 2 千円 1,068 万 4 千円 3.5％

町 立 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1億 1,302 万 0 千円 1,687 万 6 千円 17.6％
公
営
企
業会計

簡 易 水 道 事 業 会 計 3億　944 万 9千円 △ 1,362 万 1 千円 △ 4.2％

公 共 下 水 道 事 業 会 計 3億　226 万 7千円 5,261 万 7 千円 21.1％

全 会 計 の 総 額全 会 計 の 総 額 65 億 7,119 万 0 千円65 億 7,119 万 0 千円 2 億　500 万 4 千円2 億　500 万 4 千円 3.2％3.2％

主 な 使 い 道
●スマート農業導入支援事業補助金

●新規就農者等育成事業補助金

●ひ熊及び鹿捕獲奨励金

●電気牧柵設置業務委託事業

●串内草地牧場運営費負担金

●水源林整備事業

●町有林整備事業

●民有林整備事業

●林業労働安全・機械化推進事業補助金

●商工振興事業補助金

●地域日常生活買い物施設整備事業補助金

●町融資利子補給金・保証料補給金

●かなやま湖湖水まつり等開催費負担金

●道の駅再編整備事業

●各観光施設運営費

●各種住民健診・予防接種事業

●広域救急医療対策事業分担金

●すこやか子ども医療費助成金

●産後ケア事業

●出産・子育て応援支援金

●社会福祉協議会補助金

●集落支援員設置事業

●在宅福祉事業

●保育所・子育て支援センター運営費

●小・中学校スクールバス運行事業

●GIGA スクール端末購入事業

●高等学校就学支援補助金

●学校給食センター運営費負担金

●沖縄県本部町親善交流事業

●体育施設管理運営費

●交通安全・防犯・防災関係対策費

●消防運営費負担金

●防災行政無線実施設計委託料

●幾寅地区 MIZBE ステーション整備事

　業負担金

●公営住宅維持管理経費

●公営住宅幾寅東団地改修工事

●町道維持補修費

●町道除排雪経費

●ごみ処理事業

●一般廃棄物最終処分場調査・実施設

　計業務委託料

●富良野衛生センター運営費負担金

●町営バス運行事業

●デマンドバス運行事業

●広報紙制作費

●情報通信基盤施設維持管理経費

●地上デジタル放送再送信システム更

　新工事

● IP-BOX 空調設備及びヒーター更新工事

●行政事務協力交付金

●まちづくり地域活性化交付金

●地域おこし協力隊活用推進事業

●職員給与費

●議会運営費

●行政事務関連経費

●自治体システム標準化委託事業

●自治体ＤＸ導入事業

●イトウ保護調査研究事業

●借入金の返済経費
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年度別予算規模の推移（一般会計の当初予算額）

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

4040
億
５
千
６
８
４
万
９
千
円

億
５
千
６
８
４
万
９
千
円

3636
億
４
千
　
５
４
万
０
千
円

億
４
千
　
５
４
万
０
千
円

4040
億
３
千
８
１
７
万
１
千
円

億
３
千
８
１
７
万
１
千
円

3939
億
２
千
１
８
４
万
１
千
円

億
２
千
１
８
４
万
１
千
円

3838
億
９
千
５
３
５
万
０
千
円

億
９
千
５
３
５
万
０
千
円

3434
億
３
千
９
２
６
万
６
千
円

億
３
千
９
２
６
万
６
千
円

4444
億

　
　
７
９
１
万
６
千
円

億
　
　
７
９
１
万
６
千
円

3535
億
７
千
１
０
８
万
０
千
円

億
７
千
１
０
８
万
０
千
円

4848
億
１
千
６
２
５
万
１
千
円

億
１
千
６
２
５
万
１
千
円

5050
億
４
千
４
０
０
万
０
千
円

億
４
千
４
０
０
万
０
千
円

5151
億
８
千
５
７
４
万
６
千
円

億
８
千
５
７
４
万
６
千
円

60 億円

50 億円

40 億円

30 億円

20 億円

10 億円

依存型の財源構造

　歳入のうち、町税や使用料・手数料などの自主財源の割合が低く、地方交付税や補助金など国や道か

ら交付される財源に大きく依存しています。

　このため、国や道の財政事情や制度改正などにより、町の財政運営が大きく影響を受けることになり

ます。

　令和 7 年度は地方交付税の減額が予想されることから、基金を取り崩しての予算編成となります。

自主財源

　15 億 2,578 万 2 千円

　　　　　　　  （29.4％）

●町税

●使用料及び手数料

●財産収入　など

依存財源

　36 億 5,996 万 4 千円

　　　　　　　  （70.6％）

●地方交付税

●地方譲与税

●国・道支出金　など

令和７年度

一般会計予算
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地方交付税の推移
　歳入予算の 5 割を占める地方交付税は、全国画一の算定方法で算出される「普通交付税」と各市町村

の特殊事情や災害発生などにより算定される「特別交付税」とに区分して交付されています。令和 7 年

度は普通交付税の代替措置として発行することができる「臨時財政対策債」が、国の地方財政計画によ

り発行されないことから、令和 7 年度の臨時財政対策債は皆減となりました。

　これら地方交付税のうち普通交付税については、令和 3 年度から地域デジタル社会推進費や脱炭素化

の推進事業費、物価高騰や人件費の上昇分などが配慮され増額となったもののそれ以降減少傾向に転じ、

令和 6 年度で微増しましたが、令和 7 年度予算については前年度を下回る予算となり、町の厳しい財政

運営に変わりはありません。

地方交付税と臨時財政対策債の推移 　　普通交付税　　　　特別交付税　　　　臨時財政対策債

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

30 億円

25 億円

20 億円

15 億円

10 億円

 5 億円

（単位：千円）

年度年度 27 年度27 年度 28 年度28 年度 29 年度29 年度 30 年度30 年度 元年度元年度 2 年度2 年度 3 年度3 年度 4 年度4 年度 5 年度5 年度 6 年度6 年度 7 年度7 年度

普通交付税 2,464,878 2,413,285 2,280,884 2,283,387 2,346,415 2,407,926 2,502,194 2,458,648 2,441,324 2,473,009 2,420,792

特別交付税 132,079 244,846 238,348 230,502 212,867 207,004 230,488 234,471 224,836 223,000 223,000

臨時財政対策債 142,154 105,506 102,435 100,242 75,475 70,933 87,331 21,970 9,921 4,713 0

計計 2,739,111 2,763,637 2,621,667 2,614,131 2,634,757 2,685,863 2,820,013 2,715,089 2,676,081 2,700,722 2,643,792

（注） 令和 6 年度までは実績額（ただし、6 年度の特別交付税は予算計上額）7 年度は予算額
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　３月１日の南富良野高等学校を皮切りに、町内各小中学校で卒業式が行われました。保護者をはじめ
教職員や多くの来賓の皆さんが見守るなか、合わせて 51 名の児童・生徒に各学校長より卒業証書が授与
され、思い出がたくさん詰まった学び舎を後にしました。

南富良野高等学校 第７３回卒業証書授与式　卒業生１６名（３月１日）

南富良野中学校 第２０回卒業証書授与式　卒業生１７名（３月１２日）

たくさん思い出を胸に　　各 学 校 で 卒 業 式
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南富良野西小学校 第９回卒業証書授与式　卒業生３名（３月１５日）

南富良野小学校 第１１回卒業証書授与式　卒業生１５名（３月１９日）

たくさん思い出を胸に　　各 学 校 で 卒 業 式
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　「南富良野町イトウ保護管理条例」に基づき、南富良野町イトウ保護管理審議会（江戸 謙
かねあき

顕 委員長）が 3 月

21 日に開催され、イトウ保護区の指定などについて審議を行い、髙橋町長に意見書が提出されました。

　町では、審議会の意見を踏まえて、採捕自粛を求めるイトウ保護区等の設定について決定しましたので、そ

の内容についてお知らせします。

・保 護 の 目 的：イトウの産卵期による、イトウの保護管理を図る種の保存対策として産卵保護区を設

定し採捕（※ 1）の自粛をお願いいたします。

・自 粛 の 区 域：南富良野町字落合の北落合橋より上流の空知川水系全域　【別図①の産卵保護区】

・自 粛 の 期 間：令和 7 年 4 月 15 日から令和 7 年 6 月 15 日まで

・自粛の対象種：全ての魚類

１．イトウの産卵期における保護区の指定

・保 護 の 目 的：越冬期間における、イトウ個体の保護管理を図る種の保存対策として越冬保護区を設

定し採捕（※ 1）の自粛をお願いいたします。

・自 粛 の 区 域：かなやま湖全域（但し、生息保護区の区域を除く）【別図②の越冬保護区】

・自 粛 の 期 間：令和 7 年 12 月 15 日から令和 8 年 1 月 31 日まで

・自粛の対象種：イトウ

 ２．越冬期間における越冬保護区の指定

・保 護 の 目 的：イトウ個体の生息を周年で保護すること及び釣り場の安全を確保することを目的として生息

 　　　　　　　　保護区を設定し採捕（※ 1）の自粛をお願いいたします。

・自 粛 の 区 域：かなやま湖上を横断する、ＪＲ金山湖橋梁より下流の金山ダム堰堤に至る間で囲まれた区域。　　　　　　　

　　　　　　　　【別図③の生息保護区】

・自 粛 の 期 間：令和 7 年 4 月 15 日から周年

・自粛の対象種：全ての魚類

 ３．周年における生息保護区の指定

（※ 1）採捕とは、水生動物の生きている個体の捕獲及び水生動物の生きている卵の採取をいいます。

・自粛要請する特定移入動物：

　　イトウの資源を保護することを目的として、次の魚類を特定移入動物として指定しますので、下記の区域へ放

　つことの自粛をお願いいたします。

　　ニジマス、サクラマス（ヤマベ）、サツキマス（アマゴ）、イトウ（南富良野地域以外から持ち込まれたイトウ）

　※上記の水生動物は卵を含み、生きているものに限る。

・自粛要請する期間：令和 7 年 4 月 15 日から周年

・自粛要請する区域：金山ダムより上流のかなやま湖及び町内空知川水系全域（全ての支流・分流を含む）

 ４．特定移入動物の指定

※　以下の生物は移植放流が禁止されています。

　①　北海道内水面漁業調整規則による

　　　ブラウントラウト・カムルチー（雷魚）・カワマス

　②　外来生物法　

　　　ウチダザリガニ・ブルーギル・オオクチバス・コクチバスなど

本町の大切な資源「イトウ」を次代に繋ぐため、
皆様のご協力をお願いします。

今年も今年もイトウイトウのの保護区域保護区域がが指定指定されましたされました

町民や遊魚を楽しむ皆様の手で大切な資源「イトウ」を
次代に残しましょう！！
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採捕自粛区域
　太線内の河川全域
採捕自粛期間
　令和 7 年 4 月 15 日から令和 7 年 6 月 15 日まで

 別図① 産卵保護区

採捕自粛区域
　かなやま湖（　　 の範囲内）
採捕自粛期間
　令和 7 年 12 月 15 日から令和 8 年 1 月 31 日まで

 別図② 越冬保護区

幾　寅

北落合

落　合

東鹿越

下金山

金　山

かなやま湖

採捕自粛区域
　かなやま湖（　 　の範囲内）
採捕自粛期間
　令和 7 年 4 月 15 日から周年

 別図③ 生息保護区

 「南富良野町イトウ保護管理条例」に関する問い合わせ先 

南富良野町教育委員会生涯学習係

電話：0167 － 52 － 2145　FAX：0167 － 52 － 3079

 Email：kyoisyougai@town.minamifurano.hokkaido.jp　

※イトウ保護管理に関する事項は、町ホームページにも随時掲載し、お知らせしま

す。町ホームページ：http：//www.town.minamifurano.hokkaido.jp ▲町ホームページ
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　広報みなみふらの３月号（No.828）で掲載した内容に誤りがありましたので、お詫びするとともに、

下記のとおり訂正申し上げます。

　〇 P5「冬のかなやま湖を彩る アイスキャンドルナイト開催」の記事の中、南富良野アイスキャン

ドル愛好会の会長名

　（誤）糠谷雄次 会長　→　（正）川村拓志 会長

広報紙掲載のお詫びと訂正

このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

国設南ふらのスキー場で第 52 回北海道赤十字パトロール競技大会開催！
（3 月 1 日・2 日）

　北海道赤十字社北海道支部及び北海道赤十字パトロー
ル協議会主催の北海道赤十字パトロール競技大会が、国
設南ふらのスキー場を会場に全道各地から 8 チームが参
加し、開催されました。
　競技大会では、傷病者への応急手当やアキヤボードで
の搬送（救急法実技、アキヤ操作技術、総合技術）など、
日頃の訓練の成果を披露し、総合評価で技術を競いまし
た。
　競技後には、町赤十字奉仕団（須藤良志惠 委員長）の
方々から参加者へ豚汁が振舞われました。温かくて具だ
くさんの豚汁は、冷えた体を温め、参加者たちからは「お
いしい！」と大好評でした。

南富良野高校生除雪ボランティアを実施
（2 月 21 日）

　南富良野高等学校（永谷哲治 校長）の１、２年生が各
福祉施設の除雪ボランティアを行いました。
　地域に貢献することの意義を学び、意識の高揚を図る
ことを目的に教員、生徒合わせて 36 名が汗を流しました。
　各グループに分かれ作業を行った高校生たちは声を掛
け合いながら、建物の非常口付近の避難経路や軒下など
を丁寧に除雪し、住民の安全な通行を確保しました。

スマホで動画をチェック‼スマホで動画をチェック‼
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地域おこし協力隊活動記⑮地域おこし協力隊活動記⑮
　本町では、７名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。  
　千

ち ば

葉　晃
あきなり

成隊員（観光振興担当）
　皆さん、こんにちは。南富良野まちづくり観光協会の千葉晃成です。
　今回は前回に引き続き昨年 10 月以降の活動をご報告します。
　まずは、前回ご報告しました Instagram のフォロワー数は 2,077 人（2024 年 8
月 30 日）から 2,610 人（2025 年 2 月 22 日現在）まで伸び、X（旧 Twitter）の
フォロワー数を超えました。昨年 9 月に「ありがとう！ Instagram フォロワー様
2,000 人記念」プレゼント！を行い、約 150 人のフォロワーの増、以降『高倉健
さんを偲ぶ会』、『幾寅駅アイスキャンドルナイト』、『かなやま湖アイスキャンド
ルナイト』と告知を行い、フォロワー増に至りました。フォロワー数増の雑感と
しては、特に『かなやま湖アイスキャンドルナイト』で昨年よりも来場者の増加
が見られ、札幌から SNS を見て足を運んでくださった方もおり、SNS での告知の
効果が現れていると感じています。
　また、SNS の傾向としては、X には鉄道ファンが多く、Instagram にはお子様が
居るご家庭の層が多いこともデータの傾向から判っていますので、イベント内容
に合わせて告知することで、よりテーマを定めた集客に繋がることでしょう。
　今後の活動ですが、令和 4 年 11 月に南富良野町に来てから 2 年 5 ヶ月が
経過し、残りの任期も 7 ヶ月となりました。目標は、ブレずに引き続き、X と
Instagram のフォロワー数増を目標として、南富良野の観光情報が国内外へ広まる
様に観光振興を進めていきます。
※その他の活動記録は南富良野町役場ホームページの地域おこし協力隊の活動報
告（毎月更新！）をご覧ください。

▲▲地域おこし協力隊
活動報告

▲南富良野まちづくり▲南富良野まちづくり
観光協会
Instagram

南富良野町高齢者事業団　会員募集中（常時）南富良野町高齢者事業団　会員募集中（常時）

町内にお住まいの健康で働く意欲のある高齢者の皆さん町内にお住まいの健康で働く意欲のある高齢者の皆さん

一 緒 に 働 き ま せ ん か ？一 緒 に 働 き ま せ ん か ？

　高齢者事業団は、高齢者が働くことを通じて、生きがいを得るとともに、地域
社会の活性化に貢献することを目的としています。一般家庭や事業所、官公庁か
ら地域社会に密着した仕事を請負、希望する会員に仕事を斡旋します。
　町内にお住まいの 60 歳以上の方で、健康で働く意欲のある方は、会員登録を
して働くことが出来ます。

※会員登録には、申込書と事業団年会費 1,000 円、互助会年会費 1,000 円が必要になります。
　詳しくは高齢者事業団事務所（☎ 52 － 2737）までお問い合せください。

◎仕事の内容
　①清掃・除草　②公園等の緑地管理　③毛筆及びパソコンの宛名書き　④苗木や生垣の剪定　⑤引越しや　
　家財の移動　⑥軽微の大工・電気の修繕　⑦除雪・草刈　⑧福祉移送サービス等の運転業務　⑨その他一
　般家庭の便利屋さんのような作業をしてくれる方、大歓迎です。（内容により作業報酬が異なります）
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学校教育係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

「南ふらの　魚ガイドブック」のご紹介「南ふらの　魚ガイドブック」のご紹介
　　南富良野町に生息する魚類の説明や見分け方、空知川がどのように形成されたのか、そもそもの川のしくみや、　　南富良野町に生息する魚類の説明や見分け方、空知川がどのように形成されたのか、そもそもの川のしくみや、　　

そのはたらきなどを１冊の冊子にまとめました。そのはたらきなどを１冊の冊子にまとめました。

　魚ガイドブックを手に南富良野の自然を楽しんでみませんか！？　魚ガイドブックを手に南富良野の自然を楽しんでみませんか！？

　現在、町内の各学校の環境学習で使用しています。興味のある方は差し上げますので、町内各自治会館または　現在、町内の各学校の環境学習で使用しています。興味のある方は差し上げますので、町内各自治会館または

教育委員会へお越しください。教育委員会へお越しください。

●配布場所：落合多目的センター・みなくる図書室・金山コミュニティーセンター・下金山多目的センター・教●配布場所：落合多目的センター・みなくる図書室・金山コミュニティーセンター・下金山多目的センター・教

　　　　　　育委員会（役場内）　　　　　　育委員会（役場内）

※数に限りがありますので、お一人様 1 冊までとします。※数に限りがありますので、お一人様 1 冊までとします。

【内容】【内容】

①空知川について①空知川について

②川のはたらきについて②川のはたらきについて

③魚のつかまえ方③魚のつかまえ方

④魚の種類や生態、からだのつくり、判別方法など④魚の種類や生態、からだのつくり、判別方法など

～　一部サンプル　～    ～　一部サンプル　～    

公民館図書館から新刊のご紹介公民館図書館から新刊のご紹介

『「勉強しなさい！」と言わない子育て』　山本　崇雄　著『「勉強しなさい！」と言わない子育て』　山本　崇雄　著

　「子どもたちに自立して学ぶ力を身に付けてほしい。」　「子どもたちに自立して学ぶ力を身に付けてほしい。」
　そう願っていても、スマホを触りながらサボっている姿を見ると心配になっ　そう願っていても、スマホを触りながらサボっている姿を見ると心配になっ
てしまいますよね。そんな姿についつい、「勉強しなさい！」と言ってしまってしまいますよね。そんな姿についつい、「勉強しなさい！」と言ってしまっ
たことはありませんか？たことはありませんか？
　でも、ずっと子どものそばで「勉強しなさい」と言い続けることはできま　でも、ずっと子どものそばで「勉強しなさい」と言い続けることはできま
せん。せん。
　自分で考え、決めて、行動に移す＝自律性を身につけ、自律した学習者を　自分で考え、決めて、行動に移す＝自律性を身につけ、自律した学習者を
育てる「教えない授業」の実践で注目されている山本崇雄先生が、「これから育てる「教えない授業」の実践で注目されている山本崇雄先生が、「これから
の教育」に悩む家族の疑問に答えます。の教育」に悩む家族の疑問に答えます。

これまでの新刊やおすすめ本はこちらから→これまでの新刊やおすすめ本はこちらから→
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第
73
回
卒
業
式 

～
３
年
生
16
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
～

　

３
月
１
日
、
第
73
回
卒
業
証
書
授
与

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
16
名
の
卒
業

生
の
輝
か
し
い
門
出
を
祝
う
た
め
に
、

卒
業
生
の
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
髙
橋

秀
樹
町
長
を
は
じ
め
、
酒
井
年
夫
議
会

議
長
や
鈴
木
誠
教
育
長
な
ど
多
く
の
ご

来
賓
や
在
校
生
が
見
守
る
中
、
永
谷
哲

治
校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
壇
上
に
上
が
り
、

卒
業
証
書
を
受
け
取
る
成
長
し
た
我
が

子
の
姿
に
、
涙
す
る
保
護
者
も
見
ら
れ

ま
し
た
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在
校
生
を
代
表
し
て
送
辞
を
読
み
上

げ
た
生
徒
会
長
の
秋
田
俊
也
君
は
、「
学

校
を
牽
引
し
て
き
た
先
輩
方
は
、
在
校

生
に
と
っ
て
良
き
手
本
で
し
た
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
、
卒
業
生
の
存
在
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
答
辞
を
読
み
上

げ
た
卒
業
生
代
表
の
加
藤
久
陽
君
は
、

楽
し
か
っ
た
見
学
旅
行
や
カ
ヌ
ー
部
や

カ
ー
リ
ン
グ
部
で
の
充
実
し
た
活
動
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
後

の
進
路
に
向
か
う
不
安
に
つ
い
て
も
話

し
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
や
友
人
、
先

生
方
と
の
交
流
の
中
で
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
答
辞
の
後
に
は
、

担
任
の
大
原
先
生
に
手
作
り
の
「
担
任

卒
業
証
書
」
が
卒
業
生
全
員
か
ら
渡
さ

れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
に
も
心
温
ま
る
卒
業
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

様
々
な
方
の
協
力
の
お
陰
で
、
卒
業

式
は
滞
り
な
く
終
了
し
、
生
徒
は
満
面

の
笑
み
で
南
富
良
野
高
校
を
巣
立
っ
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い
く
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と
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で
き
ま
し
た
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卒
業
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様
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だ

け
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と
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で
す
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南
富
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で
は
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の
体
験
活
動

　

２
月
21
日
、
南
富
良
野
小
学
校
５
・

６
年
生
が
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
体
験
を
し

て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

え
さ
の
つ
け
方
や
わ
か
さ
ぎ
の
釣
り

方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
ワ
カ

サ
ギ
を
た
く
さ
ん
釣
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
釣
れ
た
ワ
カ
サ
ギ

は
、
早
速
天
ぷ
ら
に
調
理
し
て
も
ら

い
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
サ
ク
サ
ク
し
て
い
て
、
ま
さ

に
美
味
！
で
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
27
日
に
は
、
６
年
生

が
ど
ん
こ
ろ
野
外
学
校
で
の
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
ど

ん
こ
ろ
近
く
の
山
を
登
り
な
が
ら
、

冬
の
森
を
散
策
し
ま
し
た
。
山
登
り

の
最
中
は
、
足
跡
や
痕
跡
か
ら
動
物

の
暮
ら
し
を
想
像
し
た
り
、
北
海
道

な
ら
で
は
の
植
物
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
下
山
の
と

き
は
、
お
尻
滑
り
や
ダ
ッ
シ
ュ
で
山

下
り
。
各
々
、
雪
に
ま
み
れ
な
が
ら

楽
し
み
ま
し
た
。

　

冬
も
南
富
良
野
の
自
然
を
感
じ
な

が
ら
、
体
験
活
動
を
満
喫
し
て
い
る

南
富
っ
子
で
す
。

令和７年４月１日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　９５　号
南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞
第95号
発　行

南富良野高等学校

▶▶▶南富良小学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
230
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	しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX	52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和７年１月１日～令和７年２月２８日 )
○救急出動　２９件（うちドクターヘリ要請件数	　０件）
○火災出動　　０件（うち他市町村応援出動　０件）
○救助出動　　０件

春の全道火災予防運動が始まります！
令和７年春　全国統一防火標語

　　　 『守りたい　未来があるから　火の用心』
【期間　４月 20 日〜 30 日まで】

防火パレード

　町内を消防車両で巡回し、火災予防の呼びか

けを行います。

模擬火災訓練

　各地区で、火災を想定した模擬火災訓練を行

います。

火災の原因について

　令和 5年における全国の総出火件数は、38,672 件でした。

これは平均すると 1日あたり約 106 件、約 14 分ごとに 1件の火災

が発生したことになります。

　火災による総死者数は、1,503 人で、負傷者は、5,766 人となっ

ています。

　火災原因として最も多いのは「たばこ」によるものです。寝た

ばこや消し忘れなどに注意しましょう。

※出火原因で多いものは右記のとおりです。

出火原因 件 数

た ば こ ３，４９８件

た き 火 ３，４７３件

こ ん ろ ２，８３８件

放 火 ２，４９５件

電気機器 ２，２０５件
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　４月に入り、ご入園、ご入学を迎えたご家族の皆さんおめでとうございます。
　新しい生活が始まりドキドキワクワクの毎日が、お子さんの成長に欠かせない素敵な経験
になることを願っています。

生後間もないうちから遊びに来てくれている 2人。
大きくなっておもちゃで遊べるようになりました。

　雪中運動会がありました。年長さんにとっ
ては最後の行事となり、スキーウェアを着
てリレーや綱引き、山に登ったりとたくさ
ん体を動かし、楽しんで参加していました！
頑張ったあとにはおやつをもらい、嬉しそ
うな子どもたちでした。

　卒園式に向けての取り組みが、少しずつ始まっ
てきた 2月。この写真は、玄関に掲示する全園児
で作り上げた、記念製作です。年長児２名が初め
て筆を持ち、みんなの夢の花が素敵に咲きますよ
うに‼卒園おめでとう！
　また、いつでも遊びに来てね♡

平均台を使ってじゃんけんぽん。金山保育所の
お友達と楽しく遊びました。

☆茶話会☆茶話会

お母さん達でカーリングを体験。2チームに分かれ
ての対戦、盛り上がりました！

お日さまが顔を出し、今年初めて雪あそび。新雪
の上をたくさん歩き、色水遊びも楽しかったね。

☆ぷっこクラブ（カーリング体験会）☆ぷっこクラブ（カーリング体験会） ☆みんなのぷっこ☆みんなのぷっこ

☆出張金山支援センター☆出張金山支援センター

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
～☆★明るく元気な子に育ちますように☆★～　　　　　									子育て支援センター　☎ 090-5985-4339
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□
発

行
／

南
富

良
野

町
役

場
　

編
集

／
企

画
課

 広
報

統
計

係
　

Tel.52-2115
□

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w.tow
n.m

inam
ifurano.hokkaido.jp

古
紙

配
合

率
60パ

ー
セ

ン
ト

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

町ホームページで求人情報を掲載しています
　町民の皆さまや移住希望者へ向け、町ホームページで求人情報を掲載しています。
　フルタイム／パートタイムの種別ごとにまとめていますので、お仕事を探されている方はぜひ
ご覧ください。
◎掲載場所　右記の二次元コードを読み込みご覧ください。
　　　　　　町ホームページ＞移住・定住情報＞オンライン移住相談窓口
　　　　　　ホーム右下（スマートフォンの場合は下部）のバナー欄にも掲載
　　　　　　しています。

南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE を活
用して、南富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。町内の皆様には LINE を通じて生活に役立
つ情報を発信しています。Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な情報
を共有しています。ぜひご登録ください。

　また、SNS の使い方やスマートフォンに関するお困りごとについてのご相談も承っています。何かご
不明点があれば、お気軽にお問い合わせください。

LINE Instagram facebook X
※町ホームページにも (https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/) 二次元コードを載せていますので、ご覧ください。
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２
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４
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28
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２
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寄
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・
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わ
た
し
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の
ま
ち

　　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
・
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
志
に
対
し
紙
上
を
も
っ
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
北
見
市　

中
村
光
一
様
よ
り
故
中
村
文

子
様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て二

万
円

○
幾

寅　

中
田
香
世
子
様
よ
り
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
営
に
活
用
す
る
寄
附
と
し
て三

万
円

○
下
金
山　

澁
谷
ミ
エ
子
様
よ
り
故
澁
谷

英
之
様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て

十
万
円

○
幾

寅　

大
居
政
則
様
よ
り
故
大
居
幸

夫
様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
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万
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○
幾

寅　

新
田
信
一
様
よ
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社
会
福
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協
議
会
の
運
営
に
活
用
す
る
寄
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と
し
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万
円

○
落

合　

松
原
清
市
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よ
り
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
営
に
活
用
す
る
寄
附
と
し
て一

万
円
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へ
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○
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○
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○
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○
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